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　家の庭先に咲く遅咲きの桜が、夜風に煽られてひらひらと花びらを舞い踊らせている。

　敷地は広く、一番近距離にある隣家も道を隔てた向こうだ。窓を開けていても誰にも見られる心配はないし、多少声を出しても聞かれる恐れはない。

「どれ……美み羽わの可愛いところを、じっくりと見せてもらおうかな」

　晴はる成なりが美羽の両脚を左右に押し広げ、丸出しになっている下半身を窓の外から降り注いでくる月明かりの下に晒した。

　下着は着けていないし、リボンが解けたベビードールの前は開いており、隠れているのは両肩と二の腕のみ。乳房はすでに晴成の手で丹念に揉み解され、ピンと勃った乳嘴はコリコリに硬くなっている。

「やっ……恥ずかしい……」

　恥じらう美羽を眺めながら、晴成がふっと笑い声を漏らした。やや切れ長な目が細くなり、形のいい口元にゆったりとした笑みが浮かぶ。

「何を恥ずかしがる事があるんだ？　俺はもう美羽の身体の隅々まで知り尽くしている。美羽の気持ちいいところや、弱いところ。性癖もＧスポットも、すべて把握している……そうだろう？」

　晴成が、美羽の目前で着ているものを脱ぎ始めた。引き締まった筋肉が月明かりの中でくっきりと浮かび上がる。

「あっ……あ──」

　左の乳嘴を指先で摘ままれ、捻るように愛撫される。同時に硬くしなやかな熱塊の先で秘裂を割られ、しとどに濡れた蜜口にそれをずぶり、と沈められた。

　目の前にいくもの光の粒が弾け、一瞬のうちに身体中が快楽の波に呑み込まれる。

　熱く潤む内奥への突き上げを感じながら、美羽はベッドの上で恍惚となって目を瞬かせた。

「美羽、気持ちいいか？」

　低い声で訊ねられ、美羽は小さく喘ぎながら僅かに首を縦に振った。

　十分な硬さと太さがあるそれが、美羽の秘裂を割って密壁をグイグイと擦り上げる。

「すごく気持ちいい……。身も心も溶けちゃいそう──あぁんっ……」

　肉塊が蜜窟の中を搔きながら、抽送を繰り返す。

　先端のくびれが下腹の内側をこそげ、早くも蜜壁の中に潜む快楽の源を探り当てる。

「んっ……そこっ……。そこ……いいッ……あ、あ、あぁんっ！」

　ほんの少しそこを弄られただけで、軽く達してしまった。肩より少し長いウェーブヘアが、シーツの上にしどけなく広がる。

　美羽が快楽に目を潤ませて身を捩ると、上から見据えてくる晴成の顔に満足そうな微笑みが浮かんだ。

「もうイッたのか？　美羽は相変わらず感じやすいね。すぐに濡れるし、昼間も今みたいなエッチな妄想をして、ここをグショグショにしてるんだろう？　正直に言ってごらん？」

「ああんっ！」

　さらに深いところをズンズンと攻められ、我もなく嬌声を上げる。

　さすがに今の声は大きすぎる！

　美羽はハッとして唇を強く噛み、それ以上大きな声が漏れるのを防いだ。

「くくっ……大丈夫だ。誰も聞いてやしないよ。さあ、次はどこを攻められたい？　ああ、よさそうなところを見つけた。ほら──美羽のここ、もうパンパンに腫れ上がってるぞ」

　指の腹で、腫れたクリトリスの先を撫でられ、またしても声を上げてしまう。

　美羽は仰向けになったまま横を向き、そばにあった枕に顔を押し付けた。

「いやぁ……んっ……！　は……晴成……の、意地悪っ……あ、あっ……！」

　執拗に花芽を捏ねながら、切っ先を子宮に続く丸いふくらみに押し当ててくる。

　抽送が激しくなり、身体のそこかしこに愉悦の種が芽吹く。

　枕から顔を背け、微笑みかけてくる晴成に向かって左手を伸ばす。

　蜜窟の中がヒクヒクと震え、うねる熱塊を思い切り強く締め付ける。

　もう、我慢できない──。

　美羽は身体ごと快感の渦に巻き込まれ、激しく上体を仰け反らせた。

「出して、晴成……私の中に、いっぱい──」

「いいよ」

　耳元で囁かれるなり唇をキスで塞がれ、感じるところをピンポイントで繰り返し突かれる。沸き立つような快感が身体を突き抜け、ベッドから浮き上がった背中が弓のようにしなった。息を吸い込んだまま動きを止めているうちに、絶頂の波が身体の中を通り抜ける。

「はっ……ぁ……っ……」

　つま先で掴んでいたシーツが、ずるりと床にずり落ちた。窓から柔らかに吹き込んでくる風が、美羽の火照った身体を急速に冷やしていく。

　そのまま寝そべっていると、胸の中が乾いたうしろめたさでいっぱいになる。

（あ～あ……また、やっちゃった。一人エッチ──）

　美羽はベッドの端に追いやられていたブランケットを手繰り寄せ、頭からそれを被って深いため息をついた。

　味わった悦楽は、すべて自作自演で、聞こえてきた晴成の声はすべて美羽の妄想。

　乳房やクリトリスを弄る手は自分の左手であり、自慰用のラブグッズだ。

　そういうものがあるのは知っていたが、まさか自分がそれを実際に使う事になるとは思ってもみなかった。けれど、ある日親友の戸と田だ明あき穂ほから熱心に勧められて、半ば強引にプレゼントされてしまった。

　専用サイトで購入したというそれは、注文してから二日後に中身がわからないよう配慮された上で美羽宛に送られてきた。

『大丈夫。はじめは驚くかもしれないけど、肩こり用のマッサージ器と似たようなものだから』

　明穂はそう言っていたが、人気ナンバーワンであるらしいそれは、紫の色合いはいいが肩こり解消用のマッサージ器具とは似ても似つかないグロテスクな形状をしていた。

　いわゆる女性用バイブレーターで、決して日常的に目にするようなものではなかった。

　こんなもの、使えない！

　そもそも美羽は処女であり、付き合っている彼氏もいない。この先誰かと付き合える見込みもないが、だからといってはじめてをラブグッズに捧げるなんてまっぴらごめんだ。

『少しだけ挿れるだけなら大丈夫よ。それに、説明書にも書いてあったでしょ？　あれは、挿入しなくても十分楽しめるから』

　そう言われても、そうやすやすと受け入れられるものではない。

　貰ったあと放置していたが、明穂にせかされて仕方なく一度きりだと思いながら試してみた。

　しかし、その威力に衝撃を受けた美羽は、いつの間にかそれを手放せなくなってしまっていたのだ。

　取手も合せると長さが二十センチあるそれは、ボタンひとつで振動や回転の速度を変えられる上に、角度調整もできる優れものだ。

　少々音がするが、部屋のドアを閉めれば聞こえない程度だし、充電式だから使いやすい。

　明穂が絶賛していたとおりの使い心地だし、挿入なしでも簡単に達する方法を会得した。

　実際は一度もセックスをした事がない美羽だが、それをする時は自然と妄想スイッチが入る。

　その中で美羽の相手をしてくれるのは当然晴成で、ラブグッズによる刺激は、すべて彼がしてくれる愛撫になった。

　二十四歳の美羽よりもひと回り年上の晴成は、容姿端麗である上に性格もいい。どこをとっても非の打ちどころのない彼を想う気持ちは日々加速しており、晴成の事を考えるだけで胸がときめいて仕方がない。

　生まれてこの方、彼ほど素敵な男性に会った事はないし、処女を捧げるなら晴成以外には考えられなかった。

　しかし、想いは一方通行で、両想いに慣れる見込みは限りなく薄い。

　けれど、どうしても諦めきれないし、彼にならすべてをささげてもいいとすら思っている。晴成になら何をされても構わないし、どんな淫らな行為だって受け入れる覚悟だ。

　妄想の中で、美羽は晴成に繰り返し屹立をねじ込まれ、悦びの声を上げる。

　むろん、実際の挿入がどんなものかわからない。けれど、彼がしてくれているのだと思えば快楽はすぐに頂点に達する。

　たかがラブグッズだと侮っていたが、実際に使ってみた商品評価は星五つだ。

　とても気持ちいいし、毎回イケる。

　使うたびに扱いに慣れて、ほんの少しだけ先端を蜜窟の中に挿れられるようにもなった。

　一センチにも満たない挿入だが、妄想を膨らませるのには十分すぎる深さだ。

　その効果は絶大で、美羽は晴成に抱き潰されて何度となく悦びの涙を流した。

　けれど、事後は必ず自己嫌悪に陥り、自分が世界一いやらしい女であるような気持ちになる。妄想中はいいが、それが終わった時のうしろめたさが胸に響く。

　もう、しない──。

　何度かそんな決心をしたが、結局はまたラブグッズに頼りたくなり、押し入れの一番奥に隠した空色の箱をいそいそと取り出してしまうのだ。

（それもこれも、ぜんぶ晴成さんが悪いんだからね。晴成さんが素敵でかっこよくて、私を夢中にさせるのがいけないのよ）

　いつの日か晴成と結ばれて、彼の妻になりたい。

　それが美羽の長年の夢であり、そのためならなんだってする覚悟だ。

　けれど、今のところそれが叶う見込みはない。

　美羽はブランケットの中で膝を抱え、丸くなった。そして、妄想の中で見た晴成の顔を思い浮かべながら、もう一度指の腹で硬く角ぐんだ花芽をそっと弄り始めるのだった。







第一章 初恋の人








「あ、もうこんな時間。さっさと終わらせて、晩御飯の支度をしなくちゃ」

　都内の高級住宅地と言われる地区に建つ一軒家のリビングで、佐さ久く間ま美羽は洗い立てのワイシャツにアイロンをかけていた。

　シャツの持ち主は美羽の父方の叔父であり、現在同居中の佐久間晴成、三十六歳で独身。

　高学歴にして容姿端麗の彼は年商四十億を超えるインテリア会社「サクマ・インテリオル」の代表取締役社長だ。

　片や美羽は半年前に新卒で入ったデザイン会社を辞め、次の仕事を探しながら晴成の自宅に居候させてもらっていた。

　彼の家は都心の閑静な住宅街に建っており、敷地は約百五十坪で外壁は重厚感のあるタイル張りだ。二階建ての建物は天井が高く、間取りは６ＬＤＫ。インテリアはブラウンとベージュに統一されており、スタイリッシュでありながら温かみがある。

　どこをとっても、さすがインテリア会社の社長といった感じで、庶民育ちの美羽にしてみればここは別世界だ。

　親戚とはいえ、二人の外見とスペックに雲泥の差がある。

　スタイル抜群の彼は精悍な黒豹を彷彿させる美男で、美羽はといえばハイヒールを履いてようやく身長百六十センチの子狸。少し垂れ目気味なのもあって、顔つきも狸そっくり。

　田舎の野暮ったさは多少抜けたものの、スタイリッシュな晴成とは似ても似つかない。

　ここに住み始めたのは父母の勧めがあったからで、次の仕事が見つかるまでの期間限定で、同居させてもらっている。

　ただし、叔父といっても、今の両親は再婚同士であり、晴成と美羽に血の繋がりはない。

　美羽は母親の連れ子であり、実の父親もすでに別の家庭を持っていると聞いている。

　母親は美羽が幼稚園の時に離婚し、それから三年後に今の父親と再婚。すぐに新しい父親の家で同居を始めたが、そこには当時高校生だった晴成も一緒に住んでいた。

　はじめて晴成に会った時の事は、今もはっきりと覚えている。

　彼は高校の制服である詰襟姿で、はにかんで母親の陰に隠れている美羽に優しく笑いかけてくれた。

　その時の彼はまるで絵本で見る王子様のように輝いて見えて、美羽はいっぺんで恋に落ちてしまったのだ。今振り返ってみても彼とともに暮らした日々は美羽にとって人生最高の時だったように思う。

　それから三年後に晴成は渡米してしまったが、彼は渡米後も時折帰国しては美羽達家族を訪ねてくれた。

　彼が日本にいない間に、何人か好きな人ができたし、実際に付き合ったりした事もある。

　けれど、いつも心のどこかで彼氏と晴成を比べてしまい、結局は長続きせず別れた。

　そうして、美羽はひとつの恋を終わらせるたびに、自分の中にある晴成への想いの大きさを実感したものだ。

（だって、晴成さんって本当に素敵な人なんだもの）

　彼は遠く離れたところに住んでいたけれど、会うたびに素敵になっていく晴成への想いは募るばかりだった。幼稚だった初恋は、いつしか真剣な想いに変わっていき、今回の同居をきっかけに本格的な大人の恋心に変化した。

　しかし、血の繋がりはないとはいえ、晴成は美羽の叔父であり近親者だ。

　彼に対する気持ちは昔から現在に至るまでひた隠しにしており、今のところ本人や両親にバレている様子はない。

　アイロンを片付け、そそくさとキッチンに向かう。

　晴成は一昨日から出張に出かけており、帰りは今日の午後九時ごろの予定だ。

　エプロンを着たあと、冷蔵庫から下味をつけた鶏肉を取り出す。スマートフォンを所定の位置にセットし、いつも参考にしている料理サイトとにらめっこをする。

　美羽は、もともと家事はあまり得意ではない。

　しかし、ここに居候させてもらう代わりに、美羽は自ら家事全般を引き受けると申し出て、慣れないながらも出来る限りの努力をして頑張っている。

　それが世話になりっぱなしの晴成へのせめてもの恩返しであり、家事は彼を想う気持ちのはけ口でもあるのだ。

（さてと……今夜は、晴成さんの好きな野菜たっぷりのミネストローネと鶏のから揚げ。せめて美味しく食べてもらえるよう頑張らなきゃ）

　晴成は美羽に一定の金額を預けてくれており、日々の買い物や家のメンテナンスにかかる費用は、すべて月末に詳細をまとめて晴成に提出している。

『これだけで収まったのか？　美羽はいい奥さんになれるな』

　過度な倹約をしたわけではないし、これについては一人暮らしをしていた時の金銭感覚と前職での経理経験が役に立ったのだろう。

（優しいし褒め上手だし……晴成さんこそ最高にいい旦那様になりそう）

　本当は晴成に想いを伝えたいし、できる事なら彼と結婚したい！

　好きな人との同居は、思っていた以上にインパクトがある。そばで見る晴成は、この上なくセクシーで、一挙手一投足に魅力的な男性のオーラを感じさせてくれた。彼と目が合うたびに心臓を射抜かれ、何気ないしぐさにも感情を揺さぶられる。もはや同じ空間にいるだけで心拍数が上がり、ドキドキが止まらない。

　想いは募るばかりだし、近頃では気持ちが強すぎるせいか彼との幸せな結婚生活を夢に見る事がある。

　休日をともに過ごし、一緒にキッチンに立って料理をしたり家の近所を散歩したり。

　最初の頃は、手も握らない清らかな夫婦の妄想だった。

　けれど、夢は回数を重ねるごとに親密度を増していき、徐々にセクシーな要素を含み始めた。

　それはやがて美羽の願望を具現化するような内容になり、いつしかそれを思い出しては妄想に耽るようになってしまっていた。

　しかし、所詮夢は夢でしかないし、現実ではない。

　美羽は広がりそうになっていた妄想を頭の隅に追いやり、気持ちを引き締めて料理に取りかかった。以後は調理に集中し、無言でキッチンの中を行き来する。

　途中、味見用のから揚げとミネストローネを食べ、作り置きのおにぎりをパクつく。

　忙しい晴成は、帰宅時間がまちまちだ。

　美羽はできる限り彼と一緒に食べるようにしているが、帰りがかなり遅くなる日は作りながら済ませてしまう事が多い。

「うん、美味しい。私って、本当はやればできる子だったのかも」

　ろくに家事をしてこなかった自分が、ここまでできるようになるとは──。

　これも晴成を想うが故であり、彼のためならどんな努力も苦にならないから不思議だ。

（それだけ晴成さんを愛してるって事よね。……ああ、ほんと、大好き～！）

　美羽は心の中で叫び、晴成の顔を思い浮かべた。

　すべて準備万端出来上がった頃、玄関のドアが開く音が聞こえてきた。

　「ただいま」の声がすると同時に、帰宅した晴成を出迎えるためにキッチンを出て走り出す。晴成がちょうど靴を脱ぎ終わる頃に彼のもとにたどり着き、息を切らしながら「おかえりなさい」と言った。

「ただいま。ふっ……ほっぺたに粉がついてるぞ。今日の晩御飯は……から揚げかな？」

　晴成が笑い、鼻をクンと鳴らした。

「あたり！」

　美羽がそう言ってにっこりすると、晴成の手が伸びてきて頬についた粉を掌で撫でてくれた。

「そうか。腹ペコだから、ガッツリ系はありがたいな」

「先にご飯を食べる？　それとも、お風呂のあとにする？」

「落ち着いて食べたいから、先に風呂に入るよ」

　晴成が微笑み、廊下向こうにあるバスルームに向かって歩いていく。

　夜の外気に触れていた彼の手は冷たかったが、触れられた頬は嬉しさで熱いくらい火照っている。

（あ……私ったら、もうっ……！）

　気がつけば頬の熱が身体中に広がり、呼吸が荒くなっていた。

　ホルモンの関係かどうかわからないが、ここ数日やけに性欲が増しているような気がする。今だって、そうだ。

　ちょっとしたきっかけですぐに身体が反応して、胸の先が固くなり脚の間が熱を帯びる。

　美羽の身体がこんな反応を示すようになったのは、晴成と同居を始めてからの事だ。

　それ以前の美羽は性的な欲求はほとんど感じなかったし、かなり淡泊なほうだと思っていた。それなのに、今では頻繁に性欲を感じるようになり、ラブグッズを使って自慰をするまでになっている。

　その上、もらったものだけでは飽き足らず、つい先日インターネットの通販サイトで新しいラブグッズを買い求めてしまった。

　それは乳嘴やクリトリスを刺激する吸引型のもので、押し当てる部分に小さな弁のようなものがついており、スイッチひとつで数種類の異なる振動が楽しめるようになっている。

　あとから聞いたところによると、明穂はすでにそれに似たものを持っており、恋人と一緒に使った事もあるらしい。

（二人で使うなんて、うらやましいな……って、そんな事考えている場合じゃないでしょ）

　頭の中に広がった邪念を払うと、美羽は再び湯気の立つ鍋に集中する。

　いつ晴成が風呂から上がってもいいような状態で彼を待っていると、風呂上がりの晴成がキッチンの前を通りかかった。

「いい湯だったよ。悪いけど、ちょっとやりかけの仕事を思い出したから、あと十分ほど待ってくれるか？　それと、明日は休みだし、よければ一緒にワインでも飲もうか」

　目が合うなりにっこりと微笑まれ、そんな事を言われた。

　晴成と一緒に、ワインを飲む！

　美羽は二つ返事で承知して、頭の中で嬉しさを爆発させる。

「じゃあ、用意しておくね。えっと……どれを出せばいい？」

　晴成はキッチンの横にワインセラーを置いており、いつでも美味しいワインを飲む事ができるようになっている。

「棚の一番上にあるものならどれでも。開け方はわかるね？　味見がてら、先に飲んでくれててもいいよ」

　晴成が自室に向かったあと、美羽はワインセラーを開けて彼に教えられたとおりの手順でボトルを開けた。

　用意したワイングラスに紅色の液体を注ぎ、ほんの少し口に含んだ。じっくりと味わいながらそれを喉の奥に送り込み、ホッと一息つく。

　ふと気がついて傍らに置いたスマートフォンを見ると、メール着信の知らせが届いていた。

　きっと、昨日受けた面接の結果だ──。

　ドキドキしながらメールを開けてみると「残念ながら」の文字が真っ先に目に飛び込んできた。

「はぁ……またダメだった……。これで何社目？」

　書類選考で落とされたものも含めたら、もう三十社は優に超える。受けたのは、すべてデザイン関係の会社ばかりだ。しかし、前の会社で最初に配属されたのは経理部であり、入社以来デザインとはまるで関係のない仕事をしていた。

　つまり、大学で学んだ専門知識があるとはいえ、実績はゼロだ。

（デザインの仕事に就きたいのはやまやまだけど、もう職種を選んでる場合じゃないのかも……）

　そう思うものの、今ひとつ踏ん切りがつかない。

　美羽は思い悩みながらスマートフォンをソファの上に放り投げ、キッチンに向かった。

　幼い頃から絵を描くのが好きだった美羽は、高校卒業後に地元の大学に進学。そこでみっちりデザインを学び、数十社の入社試験を経てようやく都内にあるデザイン会社に就職した。

　そこはオリジナルデザインの文房具や生活雑貨の企画開発と販売をしている中規模企業で、新入社員用にジョブローテーション制度を導入していた。

　実施期間は、およそ三年間。その間にいくつかの部署を経験させ、適材適所の人材配置を目指すわけだ。

　そのため、デザインに直接関係のない部署に配属されたからといって夢が絶たれたわけではない。

　美羽もそう思って頑張っていたし、その年の秋に財務部に異動が決まった時も希望を捨てずにいた。

　しかし、異動先で順調に働けていたのは半年だけ。新しくやってきた部長が最低な男で、運の悪い事に美羽は彼に目を付けられてしまったのだ。

　コンプライアンスの重要性が高まっている昨今だが、世の中にはまだまだそれに反した人は大勢いる。

　上司は上には覚えめでたい典型的なゴマすり男で、部下に対しては日常的にモラハラ発言をし、気の弱い女性社員にはセクハラまがいの言動をとっていた。

　そのうちの一人が美羽であり、今思えば部長が異動してきた当初から狙われていたのだと思う。

　コンプライアンスの意識が高まっている昨今、よもや身の危険を感じるような事は起こらないだろう──。

　そう思って彼の指示のもと、社員旅行の下見に行ったのが運の尽き。同行者は自分と彼を含めてぜんぶで六人おり、その中には美羽の教育係をしてくれている女性主任もいた。

　行き先は東京近郊にある温泉郷で、彼女は面倒見がよく、日頃からランチをともにしたり仕事に関する相談に乗ってもらったりしていた。

　当日は快晴。問題の上司も機嫌よく参加しており、不快な言動をとる事もなかった。

　そんな事もあり、いつもより気が緩んでいたのだろう。

　宿泊先の旅館の部屋で夕食の膳を囲んでいる時、皆に勧められるままにビールや日本酒を飲み進めてしまった。複数いた同行社員は知らないうちに一人二人と部屋を出ていき、気がついた時には上司とツーショットになっていたのだ。

　それからの展開は、まるで低俗なアダルト動画のような展開だった。

　もし美羽が人一倍アルコールに強くなければ、今頃は心だけではなく身体にも一生忘れられない苦い思い出を刻んでいたに違いない。

　幸い逃げ出す事ができたからよかったが、よもや自分の身にそんな事が起こるとは思ってもみなかった……。

　美羽は、その夜のうちに旅館をあとにし、週明けの朝一で人事部長に事実を訴えて退職届を提出した。そして、その後の展開がどうなったか見届けないまま、有給休暇を消化したのちに会社を辞めてしまったのだ。

（元上司の部長、ほんっとうに最低な人だったな）

　あの時に感じた恐怖は今も記憶に新しいし、思い返すと今でも腹が立って仕方がない。

　のちに聞いた話によると、旅館での一件は表立って問題視される事はなかったようだ。

　被害を訴えた本人はすでに退職してしまったし、要はなかった事として処理されてしまったという事だろう。

　一方の美羽は、当時会社の借上げ社宅であるアパートに住んでおり、退職と同時にそこを引き払わねばならなかった。しかし、急な事でもあり、そう簡単に転居先が見つかるはずもない。

　困り果てた美羽は、田舎の両親に連絡をして会社を退職して住むところがなくなった事を話した。すると、父親はすぐに東京にいる自身の弟に頼み込み、とりあえず彼の家に同居させてもらえるよう手筈を整えてくれたのだ。

（お父さんには感謝してもしきれないな。本当にありがたい……）

　再婚後、両親は子供を持たなかった。

　はっきりと理由を聞いたわけではないが、父親が前妻と離婚した理由は子供ができなかった事にあるらしい。

　もしかすると男性不妊なのかもしれないし、そうでなくても子供は美羽一人と決めて作らないでくれたのかもしれなかった。

　継父ではあるけれど、父親は美羽を本当の娘のように可愛がってくれたし、離れて暮らしている今も変わらない愛情を注いでくれている。そんな両親に余計な心配をかけたくなかったから、両親には退職した本当の理由は言っていない。

　その一方で、同居に際して何かと話すようになった晴成には、一緒に住むようになってすぐにすべてを打ち明けてしまっている。

　今はもうだいぶ改善されてきたが、退職して間もない頃の美羽は、頻繁に元上司から受けたセクハラ行為を思い出し、そのたびに身体が震えたり声が出にくくなったりしていた。

　忘れようとすればするほど、当時の恐怖が蘇り表情が強張る。

　それを目の当たりにした晴成は、すぐに美羽に何かあったと悟り、ゆっくりと時間をかけて美羽から詳細を聞き出してくれたのだ。

『大事な姪っ子に、なんて事を……』

　詳細を聞いた晴成は激怒し、それからすぐに自分の会社の顧問弁護士に相談を持ち掛けた。その結果、うやむやにされていた事実関係や過去に犯していた業務上の問題が明らかになり、結果的に件のセクハラ上司は会社を解雇される事になったのだ。

　元上司に関しては、もう二度と関わりたくなかったため、直接謝罪を受けたわけではない。しかし、晴成のおかげで溜飲が下がったし、気持ち的にもかなり楽になった。

　晴成は、美羽にとって苦い思い出から救い出してくれた恩人であり、心に傷を負った美羽にとって、安心して接する事ができる数少ない男性の一人だ。

　むしろ積極的に近づきたいくらいだし、できる事なら現実の世界でも彼と親密な関係になりたいと思う。

　だがしかし、晴成にとって美羽は実兄の娘であり、彼の中では未だ幼いままの姪っ子にすぎず、それ以上でも以下でもない。

　「大きくなったな」とは言われた。

　けれど「大人になった」と思ってくれているわけではなく、ましてや「色っぽくなった」なんてかけらほども思ってもいない様子だ。

　それが証拠に、一度明穂に助言されて花柄模様のネグリジェを買い、それを着てリビングにいる晴成の前をうろついた事がある。全体的な色はピンク。丈は膝が少し隠れるくらいで、袖はパフスリーブだ。死ぬほど恥ずかしかったが、晴成に多少なりとも女として見てもらいたいがための暴挙だった。

　しかし、晴成は美羽のネグリジェ姿を見るなり、何とも表現しがたい微妙な表情を浮かべたのみ。剥き出しの二の腕や脚を見ても無反応で、すぐに読みかけの雑誌に視線を戻してしまった。

　そして、「やけに薄着だな。そんな恰好をしていると風邪を引くぞ」とだけ言い残し、悠然と部屋を出て行ってしまったのだ。かなり思い切った行動だったのに、肩透かしを食らっただけに終わった。

　やはり晴成にとって、美羽はあくまでも姪であり性的な対象にはならないという事なのだろうか？

　結局、花柄のネグリジェはあれから一度も袖を通す事なくクローゼットの引き出しにしまい込んだままだ。

　報われない努力ほど虚しいものはない。

　美羽は、当時の事を思い出しながら深くため息をついた。

「同居ついでに、私をお嫁さんにしてくれたらいいのに……。なーんて、晴成さんはモテ男の上に、独身主義者だもの。私の恋が実る可能性なんか一ミリもないんだよね……」

　ワインで気が緩んだのか、つい弱気な言葉が口をついて出た。

　彼が独身主義者なのは、以前母親と電話で話していた時に、たまたま聞いた話だ。

　母親曰く、モテ男の晴成はしょっちゅう女性から言い寄られており、恋愛遍歴もそれなりに重ねてきたらしい。けれど、徐々に女性と付き合うのが煩わしくなり、仕事に注力したいという思いもあって、周りに一生結婚するつもりはないと宣言したのだという。

（独身主義か……。きっと、モテすぎて疲れちゃったんだろうな）

　晴成に片想いをしている美羽にとって、彼の決意はむしろ歓迎すべきものだ。

　どうせ、どうあがいても彼への想いが通じる可能性がないのなら、ずっと独り身でいてくれたほうが失恋しないで済む。

（でも、独身主義者だからって、恋愛をしないってわけじゃないよね）

　むしろ、結婚を前提としない恋なら大歓迎というスタンスなのかもしれない。

　いずれにせよ、晴成にとって美羽は姪でしかない。

　せめて、少しくらい女として見てほしいと思うが、おそらくその願いは一生叶えられる事はないだろう。

　できあがったから揚げを皿に移し、ミネストローネとともにダイニングテーブルに運んだ。ちょうどその時、用事を終えた晴成が部屋に入って来た。

「お待たせ」

　美羽は彼をダイニングテーブルに誘導し、茶碗に炊き立てのご飯をよそった。それを手渡して自分の席に着く間に、晴成がそれぞれのグラスにワインを注いでくれた。

「どうぞ、召し上がれ」

「いただきます。うーん、どれも美味しそうだな」

　正面に座る晴が、静かに手を合わせた。彼の前には、から揚げとミネストローネのほかに、トマトサラダとチーズ入りのオムレツが置かれている。彼は旺盛な食欲を見せてそれを食べ始め、美羽は自分用に取り分けたから揚げをつまみに、残っていたワインをちびちびと飲んだ。

　すべて綺麗に食べ終えた晴成が、満足そうに「美味しかった。ごちそうさま」と言う。

　その言葉を聞くだけで、美羽の胸は嬉しさでいっぱいになる。

　席を立った晴成とともに空いた皿をキッチンに運び、彼に手伝ってもらいながら洗い物を済ませた。そのあと、晴成がワインボトルと二人分のグラスを持ってリビングのソファに腰を下ろす。

「美羽、こっちにおいで」

　彼に手招きをされ、美羽は喜びを押さえつつソファに近づいて晴成の隣に座った。

　二人の間には、三十センチほど距離がある。

　美羽はテーブルに置いてあるグラスを取るついでに、ほんの少し晴成に近づいた。

「そういえば、面接の結果、どうだった？」

「あ……覚えてた？」

「当然だろう？　……その顔、もしかして──」

「うん、ダメだった」

　美羽がしょぼくれた顔をすると、晴成も同じように眉尻を下げる。

「でも、今日落ちた会社って、ちょっと面接官に問題があって──」

　不採用という結果に落ち込みはした。

　けれど、実のところ今日「残念ながら」のメールをもらった会社は、採用されていたとしてもあまり行きたいと思えるようなところではなかった。

　その理由は、面接時に少々意地悪な質問をされたからであり、それが元上司との嫌な記憶を思い出させたからだ。

　過去セクハラを受けたトラウマを、いつまでも引きずるつもりはない。

　けれど、話している最中に目ではなく脚を見るのはどうかと思うし、叔父と同居している事に関して不快な発言をされたのも引っかかる。

　それを晴成に話すと、彼は眉間に縦皺を寄せながら美羽のほうに身を乗り出してきた。

「何を言われたんだ？」

「『へえ、独身の叔父さんと同居してるんだ。年もさほど離れているわけじゃないし、それって、いろいろとマズいんじゃない？』って。しかも、若干ニヤニヤしてて……」

　その顔や態度から、面接官が何を考えているのかは丸わかりだった。

　美羽にしてみれば、むしろ「いろいろとマズい」関係になりたくて仕方ないのだが、むろんそんな事は口が裂けても言えるはずもない。

「そうだったのか。うん、そんな奴が面接官をやるような会社なら、ろくなところじゃない。落ちてよかったな」

　頭の上に掌をポンと置かれて、少しだけそこを撫でられる。まだ幼稚園だったころから、晴成はいつもこんなふうにして傷ついた美羽を慰めてくれていた。

　彼の掌の温もりを感じるとともに、頬がジィンと熱くなる。

「うん、私もそう思う。だけど、さすがにちょっと凹む……。私、いつも筆記はいい感じでクリアするのに、面接で引っかかっちゃうのよね」

「今回は向こうに問題があったんだし、仕方ないさ」

「だけど、これじゃいつまでたっても就職できない気がする。これまで受けた面接でも、普通にセクハラっぽい質問をしてくる人もいるし、それを上手くかわす術を身につけなきゃダメかも」

「確かに、またそんな面接官に出会わないとも限らないな」

　晴成が難しい顔をして考え込み、ワイングラスをゆっくりと揺らした。

「じゃあ、前にやったみたいに、俺が面接官役をして練習をするか？」

　彼は社長であり、時折自社の採用面接に顔を出す事もある。

　まだ同居して間もない頃、美羽は彼に面接官役をしてくれるよう頼み、練習をさせてもらったことがあった。

　晴成はわざとひねくれた質問や、意地の悪い言い回しをした上で、それを上手くかわす術を教えてくれたのだ。おかげで実際の面接でも、かなり落ち着いて受け応えできるようになった。

　それなのに、未だ就職できていないのだから、何とも情けない限りだ。

「そうしてくれたら嬉しいけど、いいの？　晴成さん、ここのところ特に忙しいのに……」

　本当は、すぐにでも彼の提案に飛びつきたい。そうすれば、彼と過ごす時間も増えるし、まさに一石二鳥だ。

　けれど、仕事で疲れている彼に、余計な負担はかけるのは忍びなかった。

「可愛い姪のためなら、それくらいなんでもない。だが、前と同じ内容じゃ、あまり意味がないな。美羽が嫌じゃなかったら、多少はセクハラまがいの質問も入れたほうがいいかな？」

　晴成が、美羽の表情を伺うような視線を送ってきた。

「もし、嫌な記憶が蘇るようなら──」

「ううん、入れてもらって構わない。私にとって、晴成さんは男であると同時に、信頼のおける親戚だもの。むしろ、そうしてもらいたいし、晴成さんに言われるのなら大丈夫だし、いい練習になると思うから」

「そうか。じゃあ、そうしよう」

　晴成が、頷きながらそう返事をして、口元に微笑みを浮かべる。

　美羽は背筋をピンと伸ばし、改めて彼に向き直った。

「じゃあ、さっそくお願いしてもいい？」

「もちろんだ」

　テーブルを片付けたあと、美羽は自室に戻って面接に必要な書類を準備した。

　それをもってソファに戻り、晴成の前に立つ。

「準備はいいか？」

「はい、お願いします」

　その言葉を合図に、晴成による美羽の面接練習がスタートした。

　美羽はソファから離れ、テーブルをはさんだ向こうに据えられているオットマンに腰を下ろす。晴成の正面になるように位置を調整し、表情を引き締めた。

　彼の視線が、まっすぐに美羽を捕らえる。

　美羽は唇を引き締め、見つめてくる晴成の目を見つめ返した。

　たったそれだけなのに、早くも胸が高鳴りだす。真面目に取り組もうとしているのに、こんな時でさえ彼に魅了されてしまうなんて……。

　美羽は唇を強く噛みしめ、どうにか平常心を保とうと努めた。

「では、さっそく質問させていただきます。佐久間美羽さん、あなたは雑貨デザイナーを希望していらっしゃるようですが、具体的にはどんな物づくりをするデザイナーを目指していますか？」

「私が目指しているのは、固定観念にとらわれない遊び心のある物づくりです。もちろん、機能的であるのが最優先ですが、いつまでも長く持っていたいと思ってもらえるような物を作れるデザイナーになりたいと思います」

　はじめは普通の質問をされ、しばらくの間それが続く。さすが優良企業の社長だけあって、晴成は面接における是非を正しく理解し、知り尽くしている。

「では、ポートフォリオを見せてもらえますか？」

　そう言われて、傍らに置いてあった自作のデザインを集めた冊子を晴成に手渡した。

　そこにはこれまでに考えた雑貨のデザイン案や試作品の画像のほかに、美羽の経歴や得意分野などの記載がある。就活をする間に何度か書き直しをしたりしているが、晴成に見てもらうのはこれがはじめてだ。

「なるほど……。これを見ると、動物を題材にしたデザインが多いですね。このブックエンドは、なかなかいいデザインだと思います」

　晴成が言っているのは、猫をモチーフにして考えたものだ。試作品の中でも一番自信があるものだっただけに、嬉しくて表情が緩む。

　けれど、喜んだのもつかの間、デザインに関する質疑応答はすぐに終わり、質問は徐々に仕事にはまるで関係ない内容になっていった。それでも焦らずに受け答えをして、平然とした態度を取り続ける。

「ところで、佐久間さんは付き合っている人はいるのかな？」

「いいえ、今は就活で忙しくしていますので、それどころではありません」

「なるほど。では、採用が決まり次第探すという事ですか？　そうなると、入社してもすぐに結婚退職する流れになるかもしれませんね。もしかして、当社には婚活目当てで入社を希望しているとか？」

　晴成の視線が、美羽の胸元に移った。彼の口元に意味ありげな笑みが浮かび、視線が美羽の全身を舐めるように這いまわる。

「い……いえ、そんなつもりはありません──」

　そう答えて、うっかり答え方を間違えたのに気付いた。

　美羽が口をつぐむと、晴成の顔に普段の優しい表情が戻ってくる。

「今の受け答えは、あまりよくなかったな。そういう時は、落ち着いた態度で質問は業務に直接関係するものでお願いしますと言って、逃げるほうがいい」

「そうでした……」

　意地の悪い質問をされているうちに、つい本来持つべき平常心を忘れてしまっていた。

　そうなるよう意図的に誘導された経験があったのに、ついまた同じ手に引っかかってしまうとは──。

「そもそも、そんな質問をしてくる時点で、その会社はアウトだ。美羽が安心して働ける場所ではない」

　晴成がきっぱりとそう言い切り、テーブルのワイングラスに手を伸ばした。彼の顎が上を向き、喉元が隆起する。

「大丈夫、あまり焦ったり気負ったりする必要はないよ。時間をかけて、ゆっくりと美羽にとって一番いい就職先を探せばいい。そうじゃないと、俺を信用して美羽を預けてくれた兄夫婦に面目が立たない」

「うん、練習に付き合ってくれて、ありがとう。じゃあ私、先に寝るね。お休みなさい」

　美羽は礼を言い、そそくさと腰を上げた。

「ああ、お休み」

　優しい晴成の声が、その場をあとにする美羽の耳朶を熱くする。

　階段を上る脚の間が知らぬ間に潤っているのに気付いて、美羽は自分の浅ましさにため息をつく。

（私ったら、どうかしてる。せっかく晴成さんが協力してくれたのに、何してんの──）

　むろん美羽だって、真面目にやっていたつもりだ。

　しかし、意図的だったとはいえ、面接の練習中の晴成の視線は、美羽の全身をねめ回していた。

　実際に彼がそうしたかったわけではないのは、わかっている。けれど、晴成に身体のあちこちを見られていると感じたとたん、つい雑念が湧いて正しい受け答えができなくなってしまったのだ。

　ドアを開け自室に駆け込むなり、美羽は着ているものを次々に床に脱ぎ捨てた。

　それからすぐにベッドに倒れ込み、仰向けになって大きく脚を開く。そして、目を閉じて晴成の顔を思い浮かべながら、左手で乳房を揉みしだきながら右手の指でクリトリスを弄り始める。

「……ぁ……んっ……、は……るなりさんっ……」

　すでに濡れそぼっていた秘裂が、グチュグチュという淫らな水音を立てる。熱く腫れあがったそこは、指一本では満足しない。

　ベッドサイドの引き出しには、買い集めたラブグッズがすべてしまってある。あんな目つきで見られたら、そうせずにはいられない──。

　美羽は妄想の中で晴成に抱かれるべく、引き出しに手を伸ばすのだった。





◇　　◇　　◇






　美羽と面接の練習をした翌日の深夜、晴成はコーヒーを淹れるためにキッチンに立っていた。

　時刻は午前一時。いつもなら、ぐっすり寝入っている時間だが、一時間ほど前にふいに目が覚めて、それきり眠れなくなってしまった。仕方なく持ち帰りの仕事に手をつけて、ついさっきそれをやり終えたところだ。

（おかげで今日は一日ゆっくりできるし、まあよしとするか）

　コーヒーを淹れ終え、一口飲んでホッと一息つく。

　晴成が立ち上げた「サクマ・インテリオル」は現在創業十二年目で、設立した当初の本社はニューヨークにあった。

　渡米したのは高校を卒業するタイミングで、その後現地の大学で学び、大学院を卒業してそのまま帰国せずに就職。ビジネスのノウハウを学びながら、いくつかの企業に勤務したあと、現在の会社を立ち上げて三年前に本拠地を東京に移した。

　同時にドイツとイタリアのインテリアメーカーと独占契約を締結し、全国規模で店舗数を増やしてきた。

　現在総社員数は三百名弱。既成概念にとらわれない商品開発は年齢や性別を問わず、多くの人達に評価され続けている。

　仕事は順調だし、プライベートも特に不満はない。

　二十代の頃は異性関係に悩まされた事も多々あって、女性不信に陥った事もある。以後も恋愛運に恵まれる事はなく、三十歳を過ぎて間もなく生涯独身を貫くと決めた。

　それ以来、異性と親密な付き合いをするのはやめており、そのおかげで今はすこぶる快適な生活を送れている。

　想いを伝えられる形で、過去十数人の女性と恋人関係になった。むろん、それぞれの人には自分なりに真摯に向き合ったつもりだったし、裏切り行為など一度もした事がない。

　けれど、自分に何らかの問題があったのか、恋人からしょっちゅう意味のない嫉妬や身に覚えのない疑惑をぶつけられた。

　独身主義を公にしてからは、自由だし何をしてもとやかく言われる事もない。

　むろん、健康な成人男子としての性欲をたまに感じる事はあるが、スポーツやトレーニングで汗をかけば発散できる。

（──いや、できていた。かな……）

　半年前、兄夫婦から連絡をもらって姪の美羽を自宅で同居させる事になった。

　兄夫婦は再婚同士で、子供は義姉の連れ子である美羽一人。

　当時高校生だった晴成は両親の仕事の関係で兄と二人暮らしをしており、そこへ美羽母子がやってきて四人での生活がスタートした。

　兄よりも三つ年上の義姉はおおらかな人だし、当時幼稚園だった美羽も晴成に懐き、大学進学のために渡米する時は大泣きされたものだ。

　それからも帰国するたびに兄夫婦の家を訪ね、良好な関係を保ち続けてきた。

　美羽は両親の愛情をたっぷりと注がれて育ち、素直で明るいいい子に育った。

　そんな彼女が勤務先を退職し、ここに移り住んできたのだ。

　同居をするにあたり、美羽は世話になるのだからと家事全般を担当すると言って聞かなかった。せめて対価を支払うと言ったけれど、それでは恩を返せないと固辞されてしまった。

　昔からコツコツと真面目にやるタイプだったが、そんな性格は今も変わらない。

　しかしながら、美羽は家事があまり得意ではなかったようで、失敗してはしょげて、わかりやすく落ち込んでいたものだ。

『晴成さんのシャツ、アイロンをかけてたら生地が焦げちゃったの』

『シチューを作ろうとしたんだけど、お鍋をひとつダメにしてしまって……』

　しかし、美羽は家事を放り出さず、努力の甲斐あって今では人並みにこなせるようになっている。

　就活をしながら家事をするのは楽ではないし、何度か失敗を重ねては、正直に謝ってくる美羽には愛おしさしか感じなかった。

　短期間であれだけできるようになったのだから、かなり努力したはずだ。

　当時を思い出した晴成の口元に、微笑みが浮かぶ。

　明るいが、気の弱いところもある。努力家だし前向きだけれど、たまにどうしても笑顔でいられない時もあるらしい。

　ある時、就活に苦戦している話を聞いている時、美羽が会社を辞めた理由が上司からのセクハラだと教えられた。

　それを聞いて猛烈に腹が立ったし、すぐに事実関係を確認してセクハラを行った当人には制裁を加えた。

　怖かっただろうし、心細かった事だったと思う。

　けれど、美羽は両親に心配をかけたくないと、健気にもその事実をずっとひた隠しにしてきたのだ。

　そんな美羽をいじらしいと思ったし、守りたいと強く願うようになった。

　はじめは、ただ単に姪を大切に思う叔父としての気持ちだったはずだ。しかし、それがいつしか一人の女性に対する愛情に変わり、気がついた時にはのっぴきならない想いになっていたのだ。

（ヤバかったな……。つい、美羽の身体に目を奪われて、本物のセクハラ面接官になってしまった）

　晴成は己の行動を振り返り、渋い顔をする。

　とはいえ、昨夜の美羽はいつにもまして健康な色香を放っていた。普段なら目を逸らしてやり過ごしていたはずだ。しかし、面接の練習をしている手前そうもできず、気がつけば欲望のままに彼女の全身に視線を這わせていた。

（俺としたことが、なんというていたらくだ）

　晴成は猛省し、頭の中から昨夜の記憶を消し去ろうと試みた。けれど、そうしようとすればするほど、美羽の肉感的な身体がはっきりと思い浮かんでくる。

　着ていた桜色のカットソーは、伸縮性があって身体にぴったりとフィットしていた。穿いていたフレアスカートは膝下までの長さだったが、裾から見える脛や踝に初々しい色気を感じた。

　幼い頃の寸胴だった身体は、今や成熟した大人の女性の柔らかな線を描いている。

　アップスタイルにした髪が少し乱れ、緊張のせいか耳朶が赤く染まっていた。

　控えめに言って、ものすごくエロい。

　必死に自制して抑えていたが、あれ以上面接の練習を続けていたら、胸に抱く邪な想いを気取られていたかもしれなかった。

（やれやれ……。兄夫婦に知られたら、即同居解消しろと言われるだろうな）

　以前、美羽が花柄のネグリジェ姿でリビングをうろついた事があったが、昨夜はあの時同様、どうしようもなく性欲を掻き立てられてしまった。

　あのまま部屋を逃げ出さずにいたら、どうなっていた事やら……。

　その先の事を想像しそうになり、自制心を目一杯働かせて気を逸らせた。

（姪をエロい目で見るとか……さすがにダメだろ）

　兄夫婦は晴成を信頼して美羽を預けてくれたわけだし、彼等を裏切るような事だけはしてはならなかった。そもそも姪である美羽に手出しなどできるはずもない。

　晴成は、あれこれと考えを巡らせながらコーヒーを飲み終え、キッチンを出る。

　自室に向かうべく階段を上り切り、ふと廊下の左側にある美羽の部屋に目を向けた。

　すると、いつも閉まっているはずのドアが僅かに開いている。立ち止まって耳を澄ませてみると、微かだが時折美羽の声が聞こえてきた。

（夢でも見て、うなされているのか？）

　そう思い、そろそろとドアに近づいて隙間から中を覗くと、驚いた事に何ひとつ身に着けていない美羽がベッドの上で喘いでいる。

　一瞬で何をしているのか悟り、すぐにその場を離れようとした。しかし、頭ではそう思っていても、どうしても足が動かない。

　仰向けになった美羽の顔は明らかに上気しており、うっすらと開けた唇から濡れた舌先が覗いている。

　よもや、こんな場面を目の当たりにするとは思わずにいた。

　晴成は激しく動揺しながらも、無意識に目を凝らし美羽の痴態に意識を集中させる。

　細い指が自身の乳嘴を捏ね、空いているほうの手は広げた脚の間にある。美羽が快感に腰を浮かせた拍子に、手に何か持っているのが見えた。

　紫色をしたそれは、ウネウネとうねりながら美羽の脚の間を捏ね回している。

　太ももに隠れているから、どんなふうに自慰をしているのか詳細はわからない。

　けれど、相当気持ちがいいのか、懸命に声が出るのを我慢している様子が見て取れる。

　それでも耐え切れず漏れた嬌声は、小さいけれどこの上なく淫靡だ。

　瞬きもせずに見入っているうちに、身体が尋常ではないくらい熱くなった。気がつけば、腰のあたりに熱が生じており、そこが今までにないほど硬くなっている。

　叔父という立場を忘れて、あろう事か姪の自慰行為を覗き見て欲情してしまうとは……。

　晴成は我に返り、即座にその場を離れた。

　そして、音を立てないよう気を付けながら、まっすぐに自室に向かって歩いていく。

　今見た事は、記憶から消し去ってしまうべきだ。

　そうと決めたはずだったが、脳裏に焼き付いた美羽の裸体は到底忘れがたく、その後も晴成を大いに悩ませる事になった。







第二章 就活は甘くない








　六月に入り、自宅近くの中学校に通う生徒たちの服装が一斉に夏服に変わった。

　美羽は今日、某転職雑誌に掲載されていた社員募集の記事を見て、とある会社の入社面接を受けた。

　しかし、いざ面接を受けて話を聞いてみると、記載されていたはずのデザイナーの仕事はもうほかの人に決まってしまったとの事。

　それを聞いてがっかりしたが、いい加減無職状態を脱したいと考え、気持ちを引き締めて面接に挑んだ。

　やってきた面接の担当官は五十代と思しき人事部長で、背格好がどことなく前にいた会社のセクハラ部長に似ていた。

　そう思ってしまったせいか、面接では上手く受け答えができず大失敗に終わった。質問はすべてまっとうなものだったにかかわらず、だ。

「あ～、ぜったいに落ちてる～！」

「なんで？　まだわかんないわよ」

　面接後、美羽は急遽明穂に連絡をして、彼女の勤務先近くの居酒屋で待ち合わせをした。

　そこはランチタイムから営業しているところで、美羽は明穂が来るのを待ちながらポテトフライを食べ、レモンサワーを飲んだ。

　美羽は、普段一人でいる時はアルコールを頼んだりしない。けれど、今日は面接の失敗や待ち時間が長かったせいもあって飲まずにはいられなかったのだ。

　仕事が終わった明穂が来たあとはビールで乾杯し、その後も数種類のカクテルを数杯飲み進めた。

　昔から好奇心旺盛で、すこぶる面倒見がいい明穂は、コミュニケーション能力も高く高校入学前から彼氏が途切れた事はない。

　就活はそれなりに苦労したようだが、今も新卒で入社した食品卸会社に勤務して、もうじき主任に昇格する予定だ。

「就活って、本当に難しい……。私、前の会社を辞めるべきじゃなかったのかな？」

　そうするよりほか選択肢がなかった退職だったのに、こうも上手くいかないとついそんな弱音を吐きたくなる。

「そんな事ない。あんな会社、辞めて正解だったに決まってるよ」

　明穂にそう断言され、美羽は力なく頷いて飲みかけのカクテルを飲み干した。さっぱりとした飲み口のそれはミント味で、くさくさした今の気分にぴったりだ。

「これ、美味しいね。もう一杯頼んじゃおうかな」

「美羽、そんなに飲んで大丈夫？」

　心配する明穂が、徐々にぼんやりと霞みはじめる。気分はとてもいい。けれど、なんだか無性に眠くなってきた──。

　いつの間にか目蓋が下り、外であるにもかかわらず眠り込んでしまっていたらしい。

　気がつけば、美羽は自宅のベッドに寝かされており、すぐそばに晴成がいる。

「え……私……あれ？」

　起き上がろうとする美羽の肩を、晴成の手がそっと押さえつける。額に触れた掌が、ひんやりとしていて、とても心地いい。

「大丈夫か？」

　優しく訊ねられて、美羽は彼の顔を見ながら、こっくりと頷いた。

「うん……。私、明穂と居酒屋で飲んでて……」

「そうだ。それで、ちょっと飲みすぎてテーブルに突っ伏して眠りこけた。困った明穂さんが連絡をくれて、俺がここまで連れ帰ったんだ」

「ええぇ……」

　やってしまった。

　美羽はそこそこ飲めるほうだが、飲みすぎると必ずといっていいほど強い睡魔に襲われてしまう。それは自覚していたし、だからこそ日頃外では飲みすぎないよう気を付けていた。それなのに、居酒屋で寝落ちして、親友と叔父に迷惑をかけてしまうなんて……。

「モヒートを三杯立て続けに飲んだそうだな。あれは口当たりはいいが、アルコール度数が高いんだぞ」

　額にかかる髪の毛を、晴成の指がそっと払いのけた。話しかけてくる彼の声は優しく、思いやりに溢れている。

「気分はどうだ？　気持ち悪くないか？」

「大丈夫。……私、どれくらい寝てたんだろう？」

　窓を見ると、閉じたカーテンの隙間から光が差し込んでいる。まさかと思いながらベッドサイドに置かれた時計を見ると、午前九時十五分と表示されていた。

「ざっと、九時間くらいかな」

　明穂から連絡が行った時、晴成はすでに仕事を終えて自宅にいたらしい。仕事中ではなかったのは幸いだが、家で寛いでいるところを邪魔してしまった。

「うわぁ……本当に、ごめんなさい！」

　素直に謝罪をしたあと、彼の手を借りてゆっくりと起き上がった。

　手渡された冷たいお茶を飲み、改めて晴成に頭を下げる。

「外で酔って寝ちゃうなんて、私ったらどうしようもないわね」

「明穂さんから聞いたよ。面接、上手くいかなかったんだってね」

　晴成が言うには、明穂は彼を手伝って酔った美羽を車に乗せてくれて、その間に面接の様子を話してくれたようだ。

「そうなの。今度の担当官は、どことなく前の上司に似ていて……。だけど、別にセクハラ発言されたわけじゃないのに、上手く受け答えできなかったの」

　美羽は、事の顛末を改めて晴成に話した。彼は時折小さく頷きながら、黙って話を聞いてくれた。

「なるほど、面接官が元上司とダブったんだな。それが原因で、上手く受け答えができなかった、という事か」

　晴成に聞かれて、美羽は力なく頷いて眉根を寄せた。

「でも、よく考えてみれば同じなのは背格好だけだったし、今思えばどうしてそうなったのか自分でもよくわからないの。もしかして、本格的な男性不信に陥っちゃったのかも……」

　しょんぼりして肩を落とす美羽を見て、晴成が気づかわしそうな表情を浮かべる。

「そうか。もしそうなら、どうしたらいいかじっくりと考える必要があるな。……だけど、あまり気を落とすな。……そうだ、お腹空いてないか？　朝食を用意してあるから、ここへ持ってくるよ」

　晴成はそう言うと、ベッドの横を離れ窓のカーテンを開けた。

　明るい陽光が部屋の中に降り注ぎ、一瞬眩しさで目がくらみそうになる。

（私ったら、もう大失態だわ！）

　美羽はヘッドボードの引き出しから櫛を取り出し、急いで髪の毛を撫でつける。

　しばらくして朝食を載せたトレイを持った彼が戻ってきて、ベッドの上に専用のテーブルを用意して美羽の前に置いてくれた。

　トレイにはパンケーキの皿とフルーツ入りのヨーグルトのほかに、オレンジジュースとホットコーヒーが置かれている。

　にわかに空腹を感じた美羽は「いただきます」と言って、それを食べ始めた。

「美味しいっ！　私が作る料理よりも、何倍も美味しい」

「大げさだな。美羽が手間暇かけて作ってくれる料理も美味しいし、気持ちがこもってるってわかるから、いつもありがたくいただいてるよ」

　ベッドの左側にあるスツールに腰掛けた晴成が、トレイからコーヒーカップを取り上げ、それを一口飲む。

「こんなふうにベッドで朝食を食べるなんて、まるで海外映画の朝食シーンみたい。っていうか、こんなテーブルを実際に見るのってはじめてかも」

　以前見た映画でこれを使っていたのは、仲のいい恋人達だ。二人は夜通しベッドで愛し合い、翌朝疲れ果てて眠っている女性のために、男性が朝食を持ってくるというシチュエーションだったように思う。

「このテーブル、もしかして晴成さんの彼女のためのものなんじゃないの？」

　思い切ってそう聞いてしまったあと、さすがにプライベートに踏み込みすぎたかと反省する。

　気まずさに下を向いていると、晴成が軽やかに笑い声を上げた。

「これは俺が自分のために買ったものだ。ちょっとした仕事をしながら朝食を食べるのにちょうどいいと思って買ったんだが、使い勝手が悪くて、ずっと棚の奥にしまっていたのを思い出したんだ」

「ふぅん……そっか」

　それを聞いて、美羽はホッと安堵する。

　晴成と同居するようになって半年以上経ったが、思えば彼のプライベートについては詳しく聞いた事がなかった。

　実のところ、大いに気になってはいたけれど、聞くタイミングを逃したままになってしまっていたのだ。

「あの……前にお母さんから聞いたんだけど、晴成さんって独身主義者なんでしょ？」

　美羽は顔を上げ、思い切ってそう訊ねた。

　急にそんな質問をされて驚いたのか、晴成が一瞬言葉に詰まったような顔をする。

「確かに、そうだ。恋愛はそれなりにしてきたけど、いつもそのために時間を削られているという気がしていたんだ。それに、恋人と一緒にいても楽しいと思えなかったし、デート中も仕事の事ばかり考えてた。そんな状態で女性と関わるのはよくないと思ったんだ」

「そうなんだね。じゃあ、今は誰とも付き合ってないの？　それとも、結婚を前提とはしない恋人がいるとか……」

　つい突っ込んだ質問をしてしまい、美羽は再び下を向いて口ごもった。しかし、晴成は気にする様子もなく、また笑い声を上げる。

「それもいないな。遊びで付き合うにも労力がいるし、そこまでする気にはなれないからね」

「ふーん」

　晴成の答えを聞き、美羽は密かにほっと胸をなでおろした。

　今の彼に女性の影はないとわかり、美羽はがぜん元気になって切り分けたパンケーキを立て続けにほおばる。

　新たに足したメイプルシロップと生クリームの甘さに表情を緩めていると、晴成の指が伸びてきて口元についたクリームを拭い取ってくれた。

「そういう美羽は、どうなんだ？　面接の練習ではいないと言っていたけど、本当は彼氏がいるとか──」

　そう言いながら、晴成が指についた生クリームを、ぺろりと舌で舐めとる。その仕草がとんでもなくセクシーで、美羽の心臓が思い切り跳ね上がった。

「へ？　し、就活している身なのに、い、いるわけないでしょ！」

　口の中のパンケーキを急いで飲み下すと、美羽は目をぱちくりさせながらそう答えた。

　突然の事に動揺して声が上ずってしまったが、幸いにも晴成はさほど気に留めていない様子だ。

「なんで、いるわけないんだ？　就活中だからって、恋人がいちゃいけないって事はないんだろう？」

「それはそうだけど……」

　晴成の口調は普段どおりだし、ただ単に思った事を口にしただけなのだろう。

　しかし、いないものはいないし、今後もできる気配もない。

　特別美人でもなく、性格がいいわけでもない自分だ。就活が上手くいかないのと同じで、今後も彼氏ができないまま、ずっと一人ぼっちで生きていかなければならないのかもしれなかった。

　それはかなり寂しいが、そもそも美羽は晴成以外の男性に興味がない。きっとこれからもそうだろうし、彼に片想いをしたまま一生を終える可能性大だ。

　就職も恋愛も、行き詰まり。

　そんなふうに考えていると、急に自分がとんでもなく哀れに思えてきた。

「私、恋人なんか今までいた事ないもの。これからもできる気がしないし、きっと就職と同じで、恋愛だって上手くいかないに決まってる。この先、就職はできるかもしれないけど、彼氏はできないまま一生結婚できないで終わるんだと思う」

　言葉に詰まり、目にうっすらと涙が浮かんでくる。しょぼくれている美羽を見て、晴成が気遣わしそうな表情を浮かべた。

「そう、悲観的にならなくても……」

「だって、背格好が似てるってだけで元上司の事を思いだしちゃうんだよ。私、きっと本格的な男性不信に陥っちゃってるんだと思う。だとしたら、恋愛も就職も絶望的だよね。ああ……もう一生ボッチ確定とか、自分が可哀そうすぎるっ……！」

　そう言うなり、残っていたパンケーキを口に入れ、もぐもぐと咀嚼する。

　噛みながら自分を見る晴成の顔を見つめるうちに、自分史上最高のひらめきが頭の中に思い浮かぶ。

　我ながら、すごい！

　美羽は口の中のものをごくりと飲み下すと、いつになく真剣な表情を浮かべながら晴成のほうに向きなおった。

「晴成さん、ひとつお願いがあるの。私の人生がかかった一生に一度の頼みなんだけど、聞いてくれる？」

　美羽の様子を見て、晴成がすぐに頷いて持っていたコーヒーカップをトレイの上に戻した。

「ああ、もちろんだ。大事な姪の頼みなら、何でも聞いてあげるよ」

「よかった！」

　思いのほかすんなり受け入れてもらって、美羽は心の中でガッツポーズをとる。一粒残っていたイチゴを口に中に放り込むと、大急ぎで食べ終えて「ごちそうさま」を言う。

「で、頼みっていうのは？」

　トレイをベッドサイドのテーブルに移動させると、晴成がそう訊ねてきた。正面から目を見つめられ、心臓が跳ね上がる。

　いつも以上に近い距離にひるみそうになる自分を鼓舞し、美羽は勇気を振り絞って晴成を見つめ返した。

「晴成さんに、私の男性不信を治す協力をしてほしいの。私、このままじゃ人生終わっちゃうわ。頑張って就職したいし、人並みに恋もしたい。でも、今の私は男の人を見ると萎縮して思うように行動できなくなってる。それを払拭するために、晴成さんに私を鍛えてもらいたいの」

　かなり突飛な事を言っていると思う。けれど、男性不信を治したいという思いは切実だし、こんな事を頼めるのは晴成しかいない。

「お願い！」

　美羽はパチンと手を合わせ、晴成に向かって拝むポーズをとった。それほど事態は切実だったし、何としてでも承諾してもらおうと祈る気持ちで固く目を閉じる。

　むろん、こんな事を言い出したのは就活を上手くいかせるためだ。しかし、その裏には晴成への強い想いがあった。

　受け入れてもらえたら、男性不信を治すという名目で彼と過ごす時間を増やす事ができるに違いない。どうやっても叔父と姪の関係以上のものになれないのは、わかっている。

　けれど、それでも晴成との距離を少しでも縮めたいと思う。

　そんな事を考えるべきではないかもしれない。しかし、彼を深く想い気持ちが、美羽の心をどうしようもなく突き動かしていた。

「わかった。俺もこれ以上美羽が苦しんだり悩んだりするのを見るのは忍びないし、できる事ならなんでもするよ」

　願いを受け入れてもらって、美羽は一気に表情を緩めた。

「だけど、具体的には何をすればいいんだ？」

　晴成に尋ねられ、美羽は待ってましたとばかりに、少しだけ身を乗り出した。

「私と、恋人のまねごとをしてほしいの」

　そう言い切った美羽は、やにわに掛けていたブランケットを脇に押しのけると、ベッドの上で正座してかしこまった。

「恋人のまねごと？」

　明らかに戸惑っている晴成を前に、美羽はなおも畳みかける。

「そう、言ってみればごっこ遊びみたいな？　恋人って距離が近いでしょう？　私、晴成さんに全面的な信頼を寄せているし、晴成さんが恋人役をしてくれるなら、気負ったり怖気づいたりせずにいろいろと練習ができると思うの」

　自分で言うのもなんだけれど、ものすごくいいアイデアだ。

　もし受け入れてもらえれば、一石二鳥どころの話ではない。

　男性不信を払拭できれば、きっとどんな面接官にあたっても今日のような失敗をする事はなくなる。うまくいけば就職先を見つけられるばかりか、晴成の恋人になった気分まで味わえるのだ。

「確かに、そうかもしれないが──」

「それに、英会話とかと同じで、男性を知るには恋人を作るのが一番手っ取り早いと思うの。私、男の人とまともに対峙できるようになりたいし、男の人をよく知った上で恋愛をしたい……。こんな事頼めるの、晴成さんだけなの」

　美羽は晴成の目を見つめながら、シーツの上に両掌をついた。

「お願いっ！　私にまっとうな人生を歩ませるためだと思って、協力して！」

　深々と頭を下げようとした時、晴成が身を乗り出すようにして、美羽の肩を両手でそっと抑えた。

　晴成が困ったような顔で美羽をじっと見つめてくる。

　これほど近くで見つめあうのは、幼稚園の時に彼のベッドに潜り込んだ時以来だ。

　ここで目をそらしてはいけない。

　美羽は無言のまま彼の目を見つめ返した。

「──わかったよ」

　晴成が根負けしたように、両方の眉尻を下げた。

「よかった……！　ありがとう、晴成さん。これで明るい未来が見えてきた気がする」

　美羽が小躍りして喜ぶと、晴成が少々呆れたような表情を浮かべた。

「まったく、兄夫婦が聞いたらなんて言うか……」

「ちょっ……まさか、お父さん達に話すつもり？」

　美羽があわてると、晴成が笑いながら首を横に振った。

「まさか。言えば、いろいろと説明がいるだろうし、余計な心配をかけたくないだろう？　それはそうと、恋人ごっこの内容は？」

　聞きながら、晴成がベッドの端に腰を下ろす。彼に促されて、美羽は言われるがままにヘッドボードに背中を預けた。すると、晴成が座る位置を変えて美羽のすぐ隣まで近づいてくる。腕が少しだけ触れ合い、瞬時にそこが熱く火照りだした。

　リビングのソファでは何度となく隣同士で腰掛けているのに、場所が場所だけに距離の近さがやけに気になってしまう。

「それは……恋愛経験豊富な晴成さんのほうが詳しいでしょう？」

「おいおい、丸投げするつもりか？」

「そういうつもりじゃないけど、私は恋愛経験ゼロだもの。晴成さんなら、私みたいな初心者でも上手く導いてくれそうかなって」

　恋愛映画やドラマで見た事はあっても、その程度では知識とは言えない。

　美羽がそう話すと、晴成は一応は納得したような表情を浮かべた。

「言っとくけど、俺は百戦錬磨の恋愛マスターでも何でもないんだぞ。それと、いいのか？　恋人のまねごとをするとなると、多少なりとも親密な態度を取る事になるが……。美羽、ちなみに今好きな人はいるのか？」

「好きな人？　い、いるにはいるけど──」

　何の前触れもなく好きな人の有無を聞かれて、思わず本当の事を言ってしまった。案の定、晴成は思案顔で小首をかしげている。

「そうか。だったら、恋人ごっこのような事は、あまりしないほうがいいんじゃないか？」

「そ、そんな事ないわよ。だ、だってほら、男の人にまったく慣れていないと、もし好きな人と両想いになっても、及び腰になっちゃうと思うの。恋人同士が当たり前にする事ができないようじゃ、結婚なんてできるわけないし──」

　言いながら、徐々に頬が赤くなってくるのがわかった。

　よくよく考えずに頼んでしまったが、自分がかなりきわどい頼みを聞いてもらおうとしている事に今更のように気づいた。

　いくら晴成が優しいからと言って、さすがに甘えすぎだ。

　そもそも、恋人ごっこなんて気軽に頼むような事ではないし、彼にとっては迷惑でしかない。それなのに、厚かましくも恥知らずな頼みを押し付けようとしている。

　美羽はそんな自分が恥ずかしくなり、前言撤回しようとした。

　しかし、そうする前に晴成が何かしら納得したようにポンと膝を打つ。

「美羽の気持ちは、よくわかった。大切で可愛い姪の未来のために最大限努力するよ。もしわからないことや質問があれば、いつでも聞いてくれたらいいし、要望があれば遠慮なく言ってくれていいよ」

　晴成の手が、美羽の右肩に回った。

　反射的に彼のほうに顔を向けたとたん、肩をグッと引き寄せられた。

　バランスが崩れ、美羽は晴成によりかかるような姿勢になる。それと同時に、彼の唇が美羽の額にちょっとだけ触れた。

「あ……」

　思わず声が出て、そのまま石のように固まる。

　すると、晴成が美羽の顔を横から覗き込むようにして視線を合わせてきた。

「ふむ……一瞬で全身が固くなったな。俺相手でもこうなら、ほかの男だとどうなる事か……」

　至近距離で目が合い、緊張のあまり身動きができなくなる。

「美羽、息をするのを忘れてるぞ」

　晴成にそう言われて、はじめて呼吸を止めているのに気付いた。

「はぁ……っ、ふぅ～」

　美羽のぎこちない深呼吸が、晴成の笑いを誘う。

　彼の目じりにできた薄い皺が、たまらなくかっこいい──。

　晴成と恋人ごっこができるなんて、まるで夢のようだ。

　けれど、果たして心臓が持つかどうか……。

　美羽は、ぼんやりとそんな心配をしながら、晴成の腕の中にいる幸せに胸を高鳴らせるのだった。




　翌日の土曜日、美羽はいつもどおりに起きて一階に降りるべく部屋の外に出た。

　ふわりと漂ってきた香りが鼻孔をくすぐり、思わず立ち止まってハナをヒクヒクさせる。

「いい匂い……」

　芳醇なコーヒーの香りに誘われるようにして階段を下り、手早く洗面を済ませてからキッチンに入る。すると、白いＴシャツとコットンパンツ姿の晴成が、コーヒーを淹れているところだった。

「おはよう、美羽。昨日はよく眠れたか？」

　にっこりと微笑みかけられ、美羽は目をぱちぱちと瞬いた。

　引き締まった二の腕と熱い胸板。

　適度についた筋肉は日頃のトレーニングの賜物であり、均整の取れた身体は精悍で余分なぜい肉などどこにも見当たらない。

「おはよう、晴成さん。うん……実はなかなか寝付けなくて、ちょっと寝不足気味なの」

　昨夜、晴成と恋人ごっこをすると決めたあと、彼に肩を抱かれて額にキスをされた。

　その衝撃はすさまじく、そのあと彼とどんな会話をしたか、ほとんど覚えてない。

　ベッドに入ってからも一向に興奮は収まらず、ついには多くても週に二度までと決めているのに、引き出しのラブグッズに手を伸ばしてしまったのだ。

「そうか。今日は休みだし、特に予定はないんだろう？　俺もそうだから、一日二人きりでのんびり過ごそう」

　晴成が、そう言って美羽のすぐそばに来た。さりげなく肩に手を回され、まだ少し寝ぼけ気味だった脳みそが覚醒する。

　今までも何度か肩に触れられた事はあるけれど、いつもは軽く触れるだけだし、今とはまるで力加減と密着度がまるで違う。

「そうね」

　美羽が頷くと、彼の手がごく自然に肩から背中に移った。そこを軽く撫でたあと、腰の上でピタリと止まる。

　ただそれだけの事なのに、美羽は痛いほどの胸のときめきを感じている。

「う、うん……。あの……もしかして、もう恋人ごっこって始まってる？」

「当たり前だ。何事もやるからには完璧にやり遂げる主義だからな。それと、特に断らない限りは、これからずっと恋人モードでいくから、そのつもりで」

　彼曰く、恋人モードのオンとオフが混在していると、集中力が欠如して中途半端な結果しか得られないらしい。

「美羽との恋人ごっこは、男性不信の払拭だけが目的じゃないだろう？　美羽には幸せになってほしいし、そのためには男というものをよく知らなくちゃならない。それが第二の目的だ」

　晴成が、いつになく真面目な顔をして美羽を見る。

　美羽は頷き、胸を高鳴らせながらも改めて気を引き締める。

「世の中にはろくでもない男は大勢いる。そんな奴に引っかからないためにも、内面の良し悪しを見極める目を養う必要もあるからね」

　話しながら、晴成とともに朝ご飯の用意をする。

　出来上がったものを持ってダイニングテーブルにつくと、彼がいつも座っている椅子を持って美羽の隣に移動してきた。

「まずは恋人同士の距離感に慣れてもらいたいから、二人きりの時は、できる限りくっついていよう。いいね？」

　言いながら美羽の背後に回ると、晴成が髪の毛をシュシュでひとまとめにしてくれた。

「ありがとう」

「どういたしまして」

　テーブルの角を挟んで座っているから、顔を上げればお互いの顔が常に視界に入る。

　美羽はコーヒーを一口飲み、フォークでオムレツを切り分けた。

　いつもは正面にいる晴成が、手を伸ばせば触れられる位置にいるのだ。同居を始めた頃は、同じ空間にいるだけでも緊張しっぱなしだった。

　それでも日を追うごとに少しずつ慣れて何とか普通に暮らせるようになっていたが、今は同居当初よりも心臓がバクバクだ。

　フォークを持つ手が若干震えているし、きっとそれは晴成にもバレている。

「手が震えてるね。緊張してるのかな？」

　やはり、バレた。

　美羽はフォークを持つ手を、左手で抑えた。

「少し……ううん、かなり緊張してる。晴成さんは今に限らず、何をするにしても余裕あるよね。ビジネスセンスもあるし、恋愛にも慣れてるんでしょうね？」

　美羽が訊ねると、意外にも晴成は微笑みながら首を横に振った。

「ビジネスも恋愛も、はじめはわからない事だらけだったよ。相手にもよるし、対応の仕方は様々だ。でも、できる限り相手を尊重しようという気持ちは変わらないし、そう思えなきゃパートナーシップは結べない」

「パートナーシップ……」

　そう語る晴成の顔には、恋愛のロマンチックな雰囲気とは程遠いクールな表情が浮かんでいる。

「晴成さんは、今までどんな恋愛をしてきたの？　相手はどんな人達？　どうして生涯独身でいようと決めたの？」

　今まで聞きたくても聞けなかった事が、つい口をついて出た。少々ぶしつけな質問だとは思ったが、彼はわからないことや質問があれば、いつでも聞いてくれと言ってくれた。

　そうであれば、せっかくのチャンスを見逃す手はない。

　勢い込んで質問をする美羽を見て、晴成の顔に優しい微笑みが戻ってきた。

「そうだな……。相手は仕事関係で知り合った人ばかりだったかな」

「って事は、それなりに仕事ができるキャリアウーマンって事？」

「確かに、全員仕事はできる人達だった。そうでなければ付き合おうと思わなかったし、それなりにいい関係ではいられたんだが……。結局は恋愛よりも仕事を選んでしまったって事かな」

「みんな、美人だったんでしょう？」

「世間一般的に見て、そう言えるだろうね」

　想像していたとおり、晴成の歴代の恋人達はビジネスにも長けた美女ばかりだった。

　およそ美羽とはかけ離れた才女であり、間違ってもセクハラや就活で躓くような人たちではない。

　一瞬、彼女達と自分を比較して、気持ちが落ち込みそうになった。

　けれど、独身主義者の彼にとって、今現在大事なのは姪である自分だ。そう思い、気を取り直して小さく深呼吸をする。

　せっかく今日一日付き合ってくれると言ってくれているのだから、目一杯恋人ごっこを満喫しなければもったいない。

「緊張して食べられないようなら、俺が食べさせてやろう」

　晴成が唐突にフルーツが載った皿からマンゴーを一切れ指で摘まみ、美羽の口元に差し出してきた。

　戸惑いつつも口を開け、マンゴーを半分ほど齧った。噛んだとたんジューシーな果肉から果汁が溢れ、口の中をいっぱいにする。

　溢れ出た果汁が美羽の口元を濡らし、顎を通って喉元を伝っていく。

　美羽は慌てて口を閉じて、もう垂れる事がないよう顔を上に向けた。それと同時に、濡れた顎を掌で拭おうとしたが、すばやく伸びてきた晴成の手に阻まれてしまう。

「え？」

　一瞬、間近で彼と目が合ったと思ったら、もう次の瞬間には首筋にキスをされていた。

　いや──垂れた果汁を舐めとっているだけ？

　いずれにせよ、晴成が美羽の首筋に吸い付いている事だけは確かだ。

「ひっ……」

　果汁がさらに下に垂れて、前がボタンになっているカットソーの胸元に到達する。

「このままじゃ洋服にシミがつく。ちょっとボタンをはずしてもいいかな？」

　耳元で聞こえてくる声に、頷いて返事をする。

　晴成の指が、手際よくカットソーのボタンを外していく。

　いきなりの展開に、美羽は動揺しながらマンゴーを咀嚼し、何とか口の中のものを飲み下した。

　上を向きすぎて身体が斜めに傾き、椅子からずり落ちそうになっているところを晴成の手に支えられる。

　そうしている間に、彼の唇と舌は美羽の胸の谷間に移動していた。耳の奥で心臓が早鐘を打つのが聞こえる。

　晴成との同居が決まった時、美羽は貯金の一部をはたいて下着を新しく買い替えた。

　今着けているのも、白いレース仕立ての新品だ。

　それは洗濯をする際に万が一見られても恥ずかしくないようにと思ったからだが、よもやこんな形で彼に下着を披露する事になるなんて……。

　いや、それどころか、胸の谷間まで見られてしまっているのだ。

　キスがあと数センチ左右どちらかにずれたら、晴成の唇は美羽の乳房に触れる──。

　そう思うなり、美羽はビクリと身体を震わせて背中を仰け反らせた。

　決して、わざとではない。けれど、結果的に身体の位置がずれ、まるで自分から晴成の唇に乳房を押し付けるような格好になってしまう。

「ご……ごめっ……」

　胸元を見ると、晴成がちょうど左乳房から顔を上げるところだった。ホッとしたのもつかの間、さらにとんでもない事にブラジャーのホックが外れ、カップがずれて今にも乳嘴が見えそうになっている。

「わ、わっ……」

　美羽は晴成の腕に支えられたまま、急いで胸元を片方の掌で隠した。

　不可抗力とはいえ、なんて失態を演じてしまったのだろう！

　美羽は恥ずかしさと申し訳なさで、顔を真っ赤にする。

「わざとじゃないのっ……。私──」

「わかってるよ。美羽はわざと、こうしたわけじゃない。それに、背中のホックを外したのは俺だ。美羽、これは叔父からの忠告だが、男はちょっとした弾みでオスに豹変する。それだけは忘れないようにな」

　美羽を見る晴成の目に、チラリと獰猛な捕食動物のような色が宿った。彼はそれからすぐに美羽の背中を抱き起し、きちんと椅子に座らせたあとで、カットソーのボタンを元通りに留めてくれた。

　たった今起きた出来事のインパクトが強すぎて、脳みそがまるで働かない。

　わかっているのは、いつの間にかブラジャーのホックが元通りになっている事くらいのものだ。

　晴成が、美羽が齧ったあとのマンゴーを口に入れる。果汁が少しだけ唇から垂れて、それを手の甲で拭う仕草がたまらなくセクシーだ。

　美羽は呆けたようになったまま彼が食べる様子に見入った。

「どうした、ぼおっとして。大丈夫か？」

　優しく訊ねられて、美羽はかろうじて「うん」と返事をする。そして、オムレツが一切れ載ったままになっているフォークを手に取った。

　女性の扱いに慣れた晴成にとっては、今の出来事もちょっとしたハプニング──恋人ごっこの一環に過ぎないのだろう。

　けれど、美羽にとってはたまらなく官能的で、とびきりセクシャルなシチュエーションだった。

（晴成さんに、もっと触れてほしい……。私……晴成さんに抱かれたい。いっぱいキスをして、晴成さんに私のぜんぶを奪ってほしい……）

　美羽はオムレツを口に入れながら、熱烈にそう願った。

　これまでは、妄想の中で晴成に抱かれるだけで満足していたけれど、もうそれだけじゃ物足りない──。

　けれど、さすがにそこまでは望むべくもない。

　晴成に触れられて、彼に対する想いに火が付いた感じだ。

　身も心も、彼を求めている。

　美羽は抑えようがない強い欲望を感じながら、黙々とオムレツを食べ進めるのだった。







第三章 甘々の恋人ごっこ








「ええぇ～！　晴成さんと恋人ごっこ？　何よ、それ。ワクワクが止まらないんだけど！」

　晴成とのごっこ遊びが始まってから七日後の週末、美羽は明穂の住むマンションに遊びに来ていた。

　ここには明穂の恋人も同居しているが、彼は今仕事で地方出張中だ。二人は大学在学中に付き合い始め、一緒に住み始めてもう五年になる。

「私だって、そうよ。おかげで毎日心臓が破れそうになってるの。好きな人と同居して、恋人として生活するって、こういう事だったんだなって……」

　美羽は明穂に恋人ごっこをする事になった経緯を話した。彼女は美羽の健闘と勇気を称え、パチパチと手を叩いて満面の笑みを浮かべる。

「美羽も、ようやく一歩踏み出したってわけね。これでまた就活を頑張れるってもんね」

　先日受けた就職の面接の結果は、案の定不採用だった。

　覚悟していたし、あんなセクハラ社員がいる会社なんて、こちらから願い下げだ──とはいえ、それなりに精神的なダメージがあったのは確かだ。

「で、どこまでいったの？　もうベッドインした？」

「ちょっ……、な、なんでいきなりそこに飛躍するのよ。そんなの、するわけないでしょ！」

「えええ～、じゃあキスは？　仮にも恋人なんだから、さすがに少しくらいエロい事はしたよね？」

　明穂が興味津々といった様子で、身を乗り出してくる。

「多少はね」

「具体的に何をしたの？　詳しく聞かせてよ～」

　彼女にねだられて、美羽は恋人ごっこをスタートさせた翌朝の出来事を話した。すると、聞き終えた明穂が感心したように腕組みをする。

「マンゴーでキス……。それ、相当高度なテクニックね。さすがイケメン社長、やる事がおしゃれだしロマンチックだわ～。それから？」

「あとは、毎朝おでこにキスをしてくれたり、ソファに座る時にさりげなく肩を抱いてくれたりとかかな。あとは『そのリップ、いい色だね』とか『今日の洋服、とても似合ってるね』って言ってくれたり」

「うんうん」

　明穂が期待を込めた目で美羽を見る。けれど、今言ったのがこの一週間に起きた事のすべてだ。

　美羽がそう言うと、明穂がたちまち不満げな表情を浮かべる。

「なんでよ。胸の谷間にキスの次がおでこって……。普通に考えて胸とかもっと下に行くでしょ」

「い、行かないわよ！　本当の恋人でもあるまいに、さすがにそれは──」

「それはそうだけど、美羽は晴成さんとそういう事したいんでしょ？　だったら、もっと自分からも積極的に動かないと。せっかく晴成さんがいいスタートダッシュをしてくれたのに、美羽がそれに応えないでどうするの」

「え……私？」

　美羽が自分を指さすと、明穂が大きく頷きながら眉間に力を込めた。

「そう、美羽よ。晴成さんは、美羽の頼みを聞いてくれて、胸の谷間までキスを進めてくれたの。それから先に進むか進まないかは、美羽の出方次第よ」

　明穂が言うには、彼にしてみればそれ以上のスキンシップは美羽のゴーサインが出てからと考えているのではないか、と。

「そ、そっか……」

　なるほど、晴成は紳士だから美羽が何かしらアクションを起こさなければ望まない行動は決してとらないに違いない。

　つまり、美羽が何かしら前向きなアクションを起こさなければ、恋人ごっこはこれ以上先に進まないという事だ。

「それじゃ困る！　私、晴成さんと今以上に親密な関係になりたい。マンゴーキスのあと、心からそう思ったの」

　美羽が身を乗り出してそう言うと、明穂が微笑みながら深く頷いた。

「だったら、すぐにでも美羽からアプローチしないと」

「アプローチか……。でも、前に私が明穂にアドバイスされて、花柄のネグリジェを買って彼の前をうろついた事があったでしょ。あの時、晴成さんは私のそんな姿を見ても『風邪を引くぞ』とか言っただけだったんだよ？」

「そうだったわね。でも、あの時と今じゃ状況が違うもの。それに、案外密かに勃起とかしてたかもよ」

「あ、明穂ったら！」

　あからさまな言い方をされて、美羽は真っ赤になって抗議した。しかし、彼氏とも平気で性的な話をするという彼女は、美羽の反応を見て面白がっている。

「恥ずかしがってる場合じゃないわよ。美羽は一応、就職が決まったらあの家を出ていくことになってるんでしょ？　でも、美羽は晴成さんから離れたくない。ずっと一緒にいたいって思ってるんだよね？」

「うん」

　美羽が即答すると、明穂がニコニコ顔で頷く。

「だったら、それまでに本物の恋人になって、ずっと晴成さんのそばにいればいいじゃないの。せっかく恋人ごっこをしてるっていう前提があるんだから、もっと大胆になって、こっちから晴成さんを誘惑して、セックスに持ち込んじゃおうよ！」

　明穂が興奮気味にそう語り、拳を握りしめる。

　彼女は美羽の親友であるとともに、一番の理解者でもあった。

　美羽の恋心の推移を知ってくれているし、アドバイスもくれる。

　そして、目下彼氏との恋愛を謳歌中で、親友にもその幸せを味わってほしいと願ってくれているのだ。

「あ、そうだ」

　明穂が、ふと思い立ったように壁際の本棚から雑誌を取り出し、それをテーブルに開いて紙面を指先でトンと突いた。

「ほら見て──『彼氏をメロメロにする甘え方講座』。まずは、これを実践しようよ」

　そこには表題どおりの甘えテクニックやフレーズが書かれている。

　明穂は甘え方のレクチャーをして、それらをすべて実践すると美羽に約束させた。事恋愛に関しては明穂は大先輩だし、話を聞いているうちにそうしなければならないという気持ちになってきた。

　明穂の家で晩御飯を済ませたのち、電車を乗り継いで帰途につく。

　今日は晴成も友達との約束があり、帰りは日付が変わる頃になると聞かされている。

　時刻は午後九時十分前。

　当然晴成はまだ帰宅しておらず、美羽は帰り着くとすぐに風呂の用意をしながら軽くシャワーだけ浴びてバスルームを出た。

　それからすぐに荷物を持って二階の自室に向かおうとしたが、ふと喉の渇きを覚えて行き先をキッチンに変更する。

（まだ九時半か……。晴成さんはまだまだ帰ってこないし、少しだけならいいかな）

　冷蔵庫から缶ビールを取り出し、リビングのソファに腰掛ける。

　飲みながらテーブル脇に置いていたバッグを取り上げ、中に入っていた空色の紙袋を取り出す。それは、帰りがけに明穂がプレゼントだと言って手渡してくれたものだ。

『こういう時がいつか来ると思って、用意しておいたの』

　やけに意味ありげな顔をしていたが、いったい何が入っているのだろう？

　袋の口を閉じているマスキングテープを剥がし、中のものを取り出す。

　紙袋から出てきたのは、さっき見た雑誌と開封前の避妊具ひと箱。それと、白いチュール生地のベビードールとＴバックショーツのセット。ベビードールの前はリボンでとまっているだけだし、Ｔバックの腰もそうだ。ひっぱればいずれも容易に解けてしまうし、そうなったら一瞬でほぼ全裸状態になってしまう。

「明穂ったら……。私に、これを着ろって？」

　美羽はベビードールなどが入っている透明のビニール袋を破った。それらは、ふんわりとして手触りがいいが、持っている掌が透けて見えるほど薄手だ。

　丈は短くヒップが半分隠れるくらいだし、身体の線はもちろん乳房も丸見えになってしまう。Ｔバックもほとんど細い紐で、明らかに下着としての機能よりもデザイン性を優先している。

　当たり前だけれど、エロい。

　しかし、果たしてこれを着て効果が得られるだろうか？

　ネグリジェの時と一緒で、風邪を引く心配をされるだけに終わるかもしれない。

（ううん、その前にさすがにびっくりされちゃうよね）

　美羽はベビードールを丁寧に折りたたみ、ベッド横のサイドテーブルの上に置いた。

　その横に避妊具の箱を置き、雑誌を持ってソファの上に寝転ぶ。

　紙面には「彼氏をメロメロにする甘え方講座」のほかに、セックステクニックについての特集記事もあった。

　時計を見ると、まだ午後十時前だ。

　晴成が帰宅するまでに、まだ二時間近くある。

（なんだか、ひとりエッチしたくなっちゃったな……）

　今からすれば余裕で終えられる──そう思った美羽は、思い切ってスウェットと下着を脱いで裸になった。

　自分一人とはいえ、ここはリビングだ。晴成が日常的に使っている部屋だけに、普段以上に興奮する。

　それからすぐにベビードールとＴバックを着け、壁際に置かれたスタンドミラーの前に立つ。それに全身を映してみる。

「わっ……すごくエッチ……」

　さほど括れがない美羽だが、胸だけは大きい。田舎育ちの割には色白で、腰から下も程よく肉がついている。俗にいう安産型の体型で、骨盤も広い。

　そんなメリハリに欠ける身体だが、華奢なベビードールを着ると、やけに肉感的に見えるから不思議だ。

　これなら、晴成も少しは女として見てくれるだろうか？

　彼の顔を思い浮かべながら、鏡の前でセクシーなポーズをとってみる。

　ぎこちなさは否めない。けれど、多少なりとも色っぽく見えるよう工夫しながら髪の毛を掻き上げたり胸を強調したりしてみた。しかし、さすがにここでするわけにもいかず、美羽は荷物をそこに残したまま二階の自室に向かった。

　真っ暗な部屋に入り、ベッドサイドの間接照明に灯りをともす。高度を調整したあと、ベッド脇の引き出しから紫色のバイブレーターを取り出し、枕元に腰を据えた。スイッチを入れると、すべすべとした肌触りのそれが、ほんのりと熱を帯びながら振動する。

　ベッドのヘッドボードに背中を預け、膝を立てた状態で両脚を大きく開く。指で秘裂を割ると、もうすでにそこはしっとりと濡れそぼっている。

　美羽は溢れ出る密に指を浸し、蜜窟の前提をゆっくりと撫でまわした。

「あ、んっ……」

　たちまち全身の肌が敏感になり、乳嘴が固く尖るのがわかる。うねる紫色の先端に唇を当て、舌で振動をじっくりと味わう。呼吸が乱れ、胸が激しく上下する。

「晴成さん……」

　目を閉じると、すぐに彼の顔が浮かんできた。手を伸ばすと、彼が微笑みながら着ているものを脱ぎ、ベッドの縁に片膝を乗せる。

『美羽、すごく似合ってるよ。胸元のリボンを解いてくれるか？』

「うん……」

　美羽が晴成の言うとおりにすると、ベビードールの前が開き両方の乳房があらわになる。

　指先で乳嘴を弄られ、思わず声が漏れた。

『大好きだよ、美羽のおっぱい。見てるだけでムラムラするよ……。あとでたっぷり舐めてあげるから、先にシてもらってもいいかな？』

　晴成が、そう言いながら美羽の胸元を跨ぐようにして膝立ちになる。

「もちろん。私もそうしたいって思ってたの」

　美羽は唇に触れた彼のものを、嬉々として口に含んだ。先端に舌を絡めると、晴成がゆるゆると腰を動かし始めた。

　自分は今、晴成のペニスを口で愛撫している──。

　そんな妄想をしていると、もうじっとしていられなくなる。

　美羽は唇をバイブレーターから離すと、唾液にぬれた先端を硬くなった乳嘴に押し当てた。

「あぁっ……！」

　振動が直に伝わり、強い快楽がつま先からこみ上げてきた。

　美羽は目を開けて胸元を見た。紫色の先端にいたぶられた乳嘴が、小刻みに震えているのが見える。

　本物の晴成が、こんなふうにしてくれたら、どんなにいいだろう……。

　偽物じゃない彼のものを口に含みたい──。そんな淫らな事を思いながらもう一度目を閉じようとした時、階下から玄関のドアが開く音が聞こえてきた。

　まさか、もう晴成が帰ってきた？

　美羽は驚いてベッドから起き上がり、半開きになっているドアのほうを振り返った。

「ただいま」

　帰りを告げる晴成の声がして、玄関のドアが閉まる音が聞こえてきた。

　やはり、晴成だ。

「お、おかえりなさいっ……！」

　いつもの癖で、つい返事をしてしまった。

　黙っていれば、もう寝ているのかと思ってくれたかもしれないのに……。

　美羽は急いでベッドから降りて、クローゼットを開いた。

　部屋の中は薄暗く、目を凝らさないと中がよく見えない。部屋の照明をつけにいくのももどかしくて、一番先に目についたワンピースを取り出し、それを着ようとした。しかし、それは先日買ったばかりの新品で、まだタグが付いたままになっている。

（ああ、もうっ！）

　はさみを取りに行こうとしたが、手っ取り早くほかのものを着たほうがいいと考えてクローゼットの中を探った。

　けれど、焦っているせいもあってか、ちょうどよさそうな洋服が見つからない。

　ようやく春ニットとツーピースになっているスカートを探り当て、大急ぎでそれを着る。

　髪の毛を掌で撫でつけ、いざ部屋を出て下に向かおうとした。すると、ふいに部屋の中が少しだけ明るくなり、ドアをトントンとノックされる。

　クローゼットの扉ごしに部屋の入口のほうを見ると、明るくなったのは廊下の照明が点いたせいだとわかった。

「……美羽？」

　遠慮がちな晴成の声が、美羽の名を呼ぶ。

　ベッドにはラブグッズが置きっぱなしになっている。そちらを見ると、ちょうど廊下からの灯りが差し込んで、ベッドの上を明るく照らしていた。

　よほど目が悪くない限りは、場所と形状を見てそれがなんであるかわかるはずだ。

（ヤバっ……！）

　美羽は「はい」と返事をするなり脱兎の勢いでドアに駆け寄り、部屋の外に出た。

「わっ、びっくりした！」

　部屋の前に立っていた晴成とぶつかり、反動でうしろに倒れそうになった。

　けれど、晴成がとっさに背中を支えてくれて、事なきを得る。

「ご、ごめんなさい……。い、今、下りるところだったの。き、着替え……ま、まだだったから──」

　狼狽して声が上ずり、晴成を見あげる顔が明らかに引きつっている。一方の彼も、見るからに戸惑った表情を浮かべていた。

　ものすごく気まずい。

　けれど、このまま黙って突っ立ったままでいるわけにはいかなかった。

「も……もしかして、見ちゃった……とか？」

　美羽がおずおずと尋ねると、晴成の口元に困ったような笑みが浮かぶ。

「どっちを？」

「えっ……どっちって？」

　晴成の視線が、美羽の背後に流れる。やはり、ラブグッズを見られたに違いない。

　美羽は絶望的な気分になりながら、恥じ入って下を向いた。

　それからすぐに、ソファ前のテーブルには明穂からもらった雑誌と避妊具が置きっぱなしになっているのを思い出した。

「あっ！」

　美羽は一声叫ぶなり、晴成の横をすり抜けて一階に向かった。まっすぐにリビングのテーブルに向い、そこに並んでいるものを見下ろす。

　開いた紙面はちょうど「彼氏を喜ばせるセックステクニック」の特集記事であり、見開きページのあちこちに具体例としてイラストが掲載されている。それに避妊具がついた三点セットは、どう弁明しようと誤魔化しようがない。

　万事休す──。

　こんなものを見られたら、もう恥ずかしくて晴成の顔をまともに見る事などできなかった。ぜったいに嫌われたし、呆れてものも言えなくなっているに違いない。

　軽蔑されただろうし、もしかすると同居を解消しようと言われるかもしれなかった。

（本当にそうなったら、どうしよう……）

　頭の中に、ここを出て路頭に迷う自分の姿が思い浮かぶ。

　せっかく大好きな人と暮らせていたのに、何もかもぶち壊しだ。

　いたたまれなくなった美羽は、下を向いたままじりじりと後ずさった。ソファに脚が当たり、危うく床に倒れそうになる。あわてて体勢を持ちなおそうとしていると、駆け寄って来た晴成が仰け反った背中を支えてくれた。

　目が合い、彼と見つめ合う格好になる。急いで顔を背け、彼の手から逃れるようにして背中を向けた。

「美羽……ごめん。俺が早く帰ってきたばっかりに──」

　晴成が、美羽の背後で申し訳なさそうな声を上げる。

　ものすごく恥ずかしい。

　けれど、気まずいのは晴成も一緒だ。

　美羽は心底申し訳なく思いながら、蚊の鳴くような声で謝罪の言葉を口にした。

「私こそ、ごめんなさい……。晴成さんの家で、こんな……」

　申し訳なさに背を向けたままうなだれていると、ツーピースのスカートを軽く引っ張られた。

「スカートのすそ、めくれてるぞ」

　指摘されてスカートを見ると、左側の裾が腰のゴムに挟まりヒップから下が丸見えになっている。

　ツーピースの下はベビードールとＴバックのままだ。

　ラブグッズやセックス特集が載っている雑誌と避妊具に加えて、洋服の下にスケスケのランジェリーを着けているのまでバレてしまうなんて……。

　美羽は恥ずかしさのあまり、その場にへたり込んだ。

　何も言えないまま黙ってうずくまっていると、晴成が背後からそっと肩を抱き寄せてきた。

「大丈夫だ。ぜんぶ、わかってる。美羽は、自分でも男性不信を治そうと努力しようとしていたんだろう？」

　低く穏やかな声と、そっと頭を撫でてくれる大きくて温かな掌。

　きっと、晴成は腕の中で震えている姪が、死ぬほど恥じ入っているのを察してそう言ってくれているのだろう。

　彼の気遣いが嬉しくて、美羽は彼の腕に抱かれながら身体ごとうしろを振り返った。

　あれこれ恥ずかしいものを見られて、絶体絶命のピンチだ。

　けれど、見られたなら、もう隠す必要もない。それに、晴成は特に断らない限りは、これからずっと恋人モードでいくと言っていた。

　今の自分たちは叔父と姪ではなく、恋人──。

　そうであれば、こんなシチュエーションもセクシャルなハプニングだ。

「それもある……かも」

　美羽は、晴成の胸に顔をくっつけながら、今日明穂と会っていろいろと悩みを聞いてもらい、アドバイスや意見を聞かせてもらった事を話した。

「テーブルに置いてあった雑誌や今着てるベビードールも、私を心配した明穂がプレゼントしてくれたの。……ベッドにあったやつも、そう」

　消え入りそうな声しか出していないけれど、晴成は美羽の顔に耳を近づけるようにして聞いてくれている。

「そうか。美羽は正直で素直ないい子だな」

　背中をそっと抱き寄せられ、二人の身体がぴったりと密着する。

　晴成が褒めてくれた！

　つまり、美羽は正しい答え方をしたという事だ。

　見られてはいけないものを見られた恥ずかしさはある。けれど、かつてないほどの羞恥に晒され、心の箍が外れてしまったのかもしれない。

　そうでなければ、とっくにこの場から逃げ出していただろう。

「ベッドルームにあったのは、女性用のバイブレーターの一種かな？」

　そう話しながら、晴成が美羽の頭のてっぺんに唇を寄せた。そこに、温かな彼の呼気を感じる。

　美羽は思い切って顔を上げ、自分を見る晴成の目をまっすぐに見つめた。

　彼の顔には、穏やかな表情が浮かんでいる。

「そうよ」

「あれを使う頻度は？」

「……多い時は、週に一度か二度。……はじめはあんなの使うわけないって思ってたけど、好きな人の事を考えてる時、ちょっと試してみようかなって思って……」

「使う時は、好きな人を思って、かな？」

「うん、そうよ」

「なるほど。だけど、美羽は初体験はまだだと言っていただろう？」

　話しながらソファに座るよう誘導され、晴成に抱き寄せられたまま二人して座面に腰を下ろした。

　晴成ときわどい話をしているという事実が、美羽の秘所をキュンとさせる。ついさっきまで、そこを慰めていたせいか、生じた熱が一気に全身に広がっていく。

「もちろん、ただ撫でたりするだけよ」

「それだけ？」

「……あとは、たまに舐めたり……だけど、それ以上の事はしてないわ」

　本当は、ほんの少しだけ先端を蜜窟の中に沈めている。けれど、つい誤魔化して「ない」と言ってしまった。

「本当に？　嘘をついたら、お仕置きだぞ」

「お……おしおき……」

　その言葉が、思いのほか美羽の心を揺さぶる。その振動は身体にも影響を及ぼし、全身の突端をヒリヒリと痺れさせた。

「嘘なんかついてないわ。本当に、それだけ」

　美羽がそう言い切ると、晴成が安堵したような笑みを浮かべた。

「それを聞いて安心したよ。はじめての時の記憶は、良くも悪くも忘れがたいものだからね。美羽のはじめてが、いい思い出として残るようなものになればいいと思うよ。そのためにも、男性不信を払拭しなきゃならないな」

　彼の声がだんだんと低くなり、話し方もゆっくりになる。

　もともと晴成の声はよくとおり、とても耳障りがいい。聞いているだけで気分が落ち着くし、幼い頃はよく絵本を読んでほしいとねだったものだ。

「昔、美羽はよく絵本を持って俺のベッドにもぐりこんできたよな」

　晴成も同じような事を思い出していたのだろう。

　美羽は頷いて、彼とともに幼い頃の記憶をたどり始める。

「そうだったね。確か私が五歳で、晴成さんが十七歳の頃よね。ちょうど部活や勉強で忙しくしてた時期だったのに、いい迷惑だったでしょ」

「そうでもなかったよ」

　晴成の手が美羽の腰を離れ、肩に移った。そのまま身体を引き寄せられ、胸によりかかるような姿勢になる。

　Ｔシャツ越しに彼の胸の筋肉を感じて、美羽の頬が熱く火照り始めた。心臓が痛いほど高鳴り、呼吸が浅くなる。

「当時はもう高校卒業後は留学しようと思っていたし、いろいろと忙しかったけど、疲れている割に寝つきが悪くてね。ベッドに入ってもあれこれ考えて一時間くらい起きてたな。寝ても途中で目が覚めて、そのまま眠れなかったりしてたし」

「そうだったの？」

　美羽が晴成の顔を見上げると、彼と目が合って、じっと見つめられる。

「でも、美羽が来てくれた夜はぐっすり眠れたんだ。小さい子って体温が高いし、絵本を読んでいる途中で寝てしまった美羽を見ているうちに、自然と眠くなって、そのまま朝まで目が覚めなかったな」

　幼かったけれど、当時の事はよく覚えている。あの頃はまだ恋と呼ぶには幼稚すぎる想いだったけれど、とにかく晴成と関わりたくて仕方がなかったのだ。

　しょっちゅうまとわりついては抱っこや肩車をねだり、時折入浴中の彼のもとを訪れて一緒に入ると駄々をこねた事もあった。

　その度に母親に連れ戻され、泣きべそをかいたのを今でもよく覚えている。

「お風呂くらい、ゆっくり入りたかったよね。あの時は、本当にごめんなさい」

　美羽が軽く頭を下げると、晴成が額の生え際に唇を押し付けてきた。

　触れるだけではない、はっきりとした意思を持ったキスだ。

　美羽はその感触に浸りながら、彼の胸にそっと頬ずりをする。

「一度、アヒルのおもちゃを持ってきた事があったな。俺が湯船に入ってたら、美羽がバスルームに入るなりアヒルのおもちゃを差し出して『これで遊ぼう』って」

「それ、覚えてる。大きいのと小さいのがあって、持てるだけ持って行ったんだけど、すぐにお母さんに連れ戻されちゃったんだよね」

「そうだったな。あの時の美羽は小さくて可愛かったし、大人になった今もすごく可愛いよ。外見も中身も成長して、すごく色っぽくなった」

　美羽を抱き寄せる腕の力が強くなり、身体がいっそう晴成の胸にくっつく。ただでさえ夢見心地になっているのに、甘い言葉をかけられて身体から力が抜け落ちたみたいになる。

「本当に、そう思ってる？　その……可愛いとか、色っぽくなったとか……」

「もちろん、本気でそう思ってる。もし嘘だったら、美羽にお仕置きをされても文句は言わないよ」

　晴成の手が美羽の顎をすくい、そっと上向かせてきた。彼の視線が美羽を正面から捕らえ、目がゆっくりと三日月形になる。

「美羽、俺と一緒に風呂に入らないか？」

　思いがけない提案をされて、美羽は驚きのあまりポカンと口を開けた。

　二十年近く前の美羽は、ただそうしたいと思って晴成がいるバスルームに突撃した。

　あれは単なる幼稚園児のわがままにすぎなかったし、それに、大人になった今とは状況が違いすぎる。

　晴成は、そうとわかった上で誘ってくれており、答えを美羽に委ねてくれた。

　答えは言うまでもなくイエスであり、そうしたいという気持ちが当時よりもはるかに強いのを感じている。

「入るっ」

　気持ちがはやり、つい前のめりに返事をしてしまった。

　チリチリと頬を焼いていた熱が全身に行き渡り、いつの間にか肩が上下するほど息が上がっている。

「お風呂、もう準備できてるわ」

「そうか。じゃあ、行こうか」

　晴成が、美羽を抱き寄せたままソファから立ち上がった。

　美羽は彼にエスコートされてリビングをあとにして、バスルームに向かう。

　緊張と興奮がないまぜになり、歩く足がふわふわする。

　急展開に頭がついていかないのは、これで何度目だろう？

　顔が燃えるように熱いし、心臓が尋常じゃない速さで脈打っている。自分に落ち着けと言い聞かせるも、効果などあるはずがない。

　はじめての事だけに展開が予測できず、美羽は晴成に導かれるままにバスルームに向かい、洗面台の前で立ち止まった。

　ベージュを基調としたシックな色合いのそこは、美羽が学生時代に住んでいたワンルームマンションと同じくらい広く、その先にある脱衣所とバスルーム同様大理石でできている。

　美羽を抱き寄せていた手を離すと、晴成がＴシャツを脱いだ。

　鏡越しに逞しい上半身が目に入り、それに視線が釘付けになってしまう。

　美羽が形見を見つめたまま微動だにしないのを見て、晴成が小さく笑い声を上げた。

「脱ぐの、手伝おうか？」

　そう聞かれて、無意識に頷いてしまった。前言撤回する暇もなくツーピースを脱がされ、ベビードール姿になる。

　彼の視線に晒され、全身が熱く火照り出した。生地が薄いから、本来隠れる場所が、丸見えになっている。

「美羽……すごく素敵だよ。それに、とてもエッチだ。せっかくのプレゼントだし、ぜんぶ脱がせる前に少しだけ今の美羽を堪能させてもらおうかな」

　晴成の掌が右乳房を下からすくい上げ、軽く揉みしだいてくる。首筋をぺろりと舐められ、早くもまともに立っていられなくなった。

「もうかなり興奮しているみたいだな？　ほら……ここがもう硬くなってる」

「ひっ……」

　指先で乳嘴を撫でおろされ、思わず仰け反って声を上げる。そうしている間にもう片方の彼の手が美羽のＴバックの前に触れた。

「こっちはどうかな？　一緒に見てみようか」

　晴成が少しうしろに下がり、美羽の左脚を腕ですくい上げる。

　桜色のペディキュアを塗ったつま先が床を離れ、洗面台の上に移動した。

　大きく脚を広げるような格好になり、美羽は今までに味わった事のないほど強い羞恥心に囚われて顔を真っ赤にして目を潤ませる。

　小さな三角生地の先にあるクロッチ部分は、布の面積が小さすぎて、こちらも全体を隠しきれていない。

「美羽のここ、ふっくらとして可愛いね」

　晴成がそこを指でゆっくりと撫で回す。鏡越しに目が合い、にんまりと微笑まれる。

「や、ぁんっ……」

　美羽は掠れた悲鳴を上げ、彼にもたれかかりながら身もだえをした。

　触らなくても、もうそこが愛液にまみれているのがわかる。濡れているせいで生地が余計透けてしまい、クリトリスが硬く腫れあがっているのが、はっきりとわかった。

「晴成さんっ……。は……はずか……あぁんっ！」

　掌で脚の間をゆっくりと撫で上げられ、頭の芯がカッと熱くなった。

　晴成に、恥ずかしいところを見られ、触られている。

　夢みたいだけれど、夢じゃない。

　頭の中で何度となく繰り広げてきた妄想が、今まさに実現しようとしているのだ。

「恥ずかしいのか？　だったら、もっと恥ずかしくしてあげようかな」

　晴成がＴバックの腰ひもを解いた。かろうじて隠れていた秘所があらわになり、いやらしく濡れているそこがはっきりと鏡に映し出される。

「美羽、念のためもう一度聞くけど、ここにあの紫色のいやらしいものを挿れた事はないか？」

　彼の舌が美羽の耳のうしろを舐めた。

　美羽が激しく震えて腰砕けになっていると、晴成が耳朶を軽く噛んで追い打ちをかけてくる。

「正直に言ってごらん」

　晴成の指が秘裂を撫でながら、蛇行する。

　自慰とは違い動きが予想できないし、自分でするのと比べ物にならないほど気持ちいい。

　何より、晴成にこんな事をされているという事実が、嬉しくてたまらない。

　好きな人の愛撫に反応して、蜜窟がひっきりなしにひくついている。

　淫らすぎる光景を目の当たりにして、美羽はいっそう目を潤ませて鏡に映る自分達に見入った。

　こんな姿を晴成に見られるなんて、恥ずかしすぎる──。

　けれど、同時に沸き立つような高揚感に囚われ、彼に痴態を晒している今を楽しんでいる自分に気づいてしまう。

「さっき、嘘をついたらお仕置きをすると言ったけど、正直に言えばもっとお仕置きをしてあげるよ」

　耳の下に吸い付かれ、そこを甘噛みされる。

　声を上げながら身を捩り、ハアハアと荒い息を吐いた。

「それ……言わないほうが、いいって事でしょう？」

　美羽が喘ぎながら訊ねると、晴成がニッと微笑んで首を傾げた。

「どうかな？　美羽にとって、どっちがより魅力的か考えてみればいいんじゃないかな」

「あ、んっ！」

　指先で乳嘴を捏ねられ、身体が前に倒れそうになる。

　それをそっと腕で抑え込まれて、その拍子にベビードールの前を留めているリボンが解け、両方の乳房があらわになった。

　薄桃色の乳暈が小さなパンケーキのように、ふっくらと膨らんでいる。

　晴成の視線が、鏡に映る美羽の裸体にねっとりとまとわりつく。彼が、ごくりと唾を飲み込む音が聞こえてきた。

（晴成さんに、ぜんぶ見られちゃってる……）

　恥ずかしさの限界を超えてしまったのか、もしくはもともと露出したり見られたりする事に快感を覚える質なのか──。

　さっき晴成が言った意味が、今ならはっきりとわかる。

　願わくは、晴成にもっと自分の恥ずかしいところを見てもらいたい。

　彼にありとあらゆる恥ずかしい事をされて、嬉々としてそれに耐える姿を見てほしいと思う。

　きっと晴成は、美羽のそんな気持ちを見透かして、お仕置きというご褒美をくれようとしているに違いなかった。

「本当は、ほんの少しだけ……挿れてるの。嘘……ついてごめんなさい」

　いろいろな気持ちが交じり合い、話す声が上ずっている。

　恥ずかしくてたまらない。

　けれど、そんな自分を晴成が見てくれている事に、この上ない悦びを感じている。

「正直に言えて、えらかったな」

　晴成が美羽のこめかみにキスをして、乳房をやわやわと揉み込む。

　乳房への刺激と褒められた嬉しさに、美羽の心と身体が悦びに打ち震える。

「ご褒美に、お仕置きをしてあげないと……。だが、まずはよくここを観察してからだ」

　晴成の指が花房を左右に押し広げ、秘裂の全貌があらわになる。

　自分でも見た事のない光景が鏡の中に映し出され、美羽は目を大きく見開きながらそこに見入った。

「ふむ……綺麗な色だ……。これは、薄紅梅色かな？　いや、もっと初々しい感じだから、桃花色のほうがしっくりくるな」

　晴成が独り言のようにそう呟き、指先で蜜窟の前庭を優しくトントンと叩いた。

　指の腹に愛液がまとわりつき、ぴちゃぴちゃという淫らな音を立てる。

　指が秘裂を撫でながら、ゆっくりと蛇行しはじめた。同時に指の腹で花芽をこすられ、敏感なそこが早々に硬くなる。

「ぁ……あっ……。っくぅっ……」

　腰が跳ね、床についているほうのつま先が宙に浮いた。

　洗面台は奥行きがあり、シンクの手前にも十五センチ程度の余裕がある。

　背中を大きく仰け反らせると同時に、両方の足が洗面台の上に乗った。

　鏡との距離が縮まり、秘所の細部までわかるほど近くなる。

　晴成が美羽の太ももを抱え、双臀を洗面台の縁に乗せた。そうしようと思わないのに、脚を広げ秘所を見せつけるような格好になった。

「ほら、こうすればもっとよく見えるだろう？　……お仕置きとして、ここを少し虐めてあげようかな」

　晴成が微笑み、指先でツンと尖る花芽を摘まんだ。

「ひぁっ！」

　目の前で火花が散り、身体の中を電流が走り抜ける。

　浮き上がりそうになる腰を片手で押さえつけられ、突起した花芽を指の腹でコリコリといたぶられた。

「ぁあんっ！　あっ……あ……！」

　乳嘴を同じようにされて、快感が脳天を突き抜け、一瞬意識が飛びそうになった。

　晴成は指の動きを止めないまま、鏡越しに美羽と目を合わせながら耳朶に舌を絡めてくる。

「美羽がこれほどエッチな子だとは思わなかったよ。ほら、見えるだろう？」

　晴成の視線に誘導されて下を見ると、秘裂全体が溢れ出る愛液にまみれている。

　彼が花房をさらに左右に押し広げた。前庭の下にある蜜窟の入り口を伝う愛液が、会陰から後孔に向かって伝い下りる。

　晴成がそこをじっと見つめ、満足そうに目を細めた。

　前だけならまだしも、うしろまで見られてしまうなんて……。

　恥ずかしすぎて目をそむけたくなるも、どうしてもそうできない。

　これほどの痴態を晴成に見られている──。

　呼吸が乱れ、身体のあちこちに欲望の火が点く。

　息をするたびに胸が上下して、晴成の指にこすられた乳嘴がいっそう敏感になって疼き始める。

「前とうしろがヒクヒクしてるね。すごく、いやらしいよ」

　鏡を見たり指摘されるまでもなく、そこがひっきりなしに蠢いているのがわかった。

　滾々と溢れ出る愛液が、後孔を過ぎて洗面台を濡らしている。

　もっと弄られたい──。

　美羽がそう思っているのがわからないはずがないのに、晴成はわざとのように緩やかな愛撫をし続けている。

　美羽は焦れて、無意識に唇を舐めたり噛んだりした。

（これもお仕置きなの？）

　そう思うと、焦れったさがワクワクに変わる。

　じっとしていられなくなってもじもじと腰や脚を動かしていると、晴成がにんまりと笑って美羽の目尻に唇を寄せた。

「美羽、もっとはずかしくて気持ちいい事をしてあげようか？」

　低い声で囁かれ、美羽は即座に頷いて期待を込めた目で彼を見つめた。

　晴成に身体の向きを変えられ、洗面台に腰掛けたまま彼と向かい合わせの姿勢になる。

　前かがみになった晴成と目の高さが同じになり、彼と正面から見つめあった。

　晴成の瞳の奥に、欲望の炎が燃え盛っているように見える。

　もしかして、キスをされるかも？

　期待で胸が痛いほど高鳴り、唇がぶるぶると震え出した。しまいには歯がカチカチと音を立てはじめ、緊張のせいか瞬きが早くなる。

「どうした？」

　晴成が、そう訊ねるなり腰を落とし、美羽の前に跪いた。

　肩透かしを食らった──。

　そう思ったのもつかの間、軽く開いたままだった脚の間にぢゅっと吸い付かれる。

「あああっ！　あっ、あ、あ……！」

　凄まじい快楽を感じて、美羽は身体を仰け反らせて叫んだ。

　強すぎる愉悦のせいで頭がぼおっとする中、下を向いて自分が今何をされているのかを目の当たりにした。

　薄い柔毛の向こうに晴成の顔があり、秘裂を丁寧に舐め上げている。

「は……るなりさ……あっ……ああ……」

　美羽の声に反応して、晴成が舌をそこから離さないままで顔を上向けた。彼の目が細くなり、片方の眉尻が吊り上がる。

　視線を合わせたまま舌先で花芽を捏ねられ、顎を上向けて身もだえた。強く吸われて、包皮の中に隠れていた花芯が剥き出しになる。

　自慰をしている時ですら一度も触れた事がないそこを攻められ、身体全体が快楽のるつぼと化す。これ以上ないと言っていいほど感じさせられ、美羽は固く目を閉じて一気に昇りつめた。

「ああああっ！」

　座っていた体勢が崩れ、前のめりになったところを晴成に助けられる。立ち上がった彼の肩に頬を載せ、はあはあと荒い呼吸を繰り返す。

　晴成に背中を優しく撫でられ、頬にキスをされた。

　そこに唇を寄せたいのに、全身が痺れたようになっていて指一本動かせない。とても気怠くて、とろとろの蜂蜜に身体ごと浸されているみたいだった。

　今までで一番強い絶頂を味わい、美羽はその余韻から抜け出せずにいる。

「お仕置きが気に入ったみたいだな」

　晴成の声に頷くと、美羽はようやく少し動かせるようになった手を彼の肩に回した。

　いつの間にそうなったのか、ベビードールとＴバックが洗面台の一角に置かれている。

　自分は今、生まれたままの格好で晴成と抱き合っているのだ。

　ずっとこうしていたいし、もっと彼にいろいろな事をしてほしい。

　それに、自分からもしてあげたい──。

　そんな事を思っていると、晴成が美羽の身体を持ち上げて横抱きにしてきた。

「だけど、今日はもうここまでにしておいたほうがよさそうだ」

　晴成がそういうなり、洗面所を出て廊下に向かおうとする。

　それに気づいた美羽は、慌てて首を横に振った。

「それは、嫌っ……。まだ、終わりたくない」

　顔を上げると、ほんの数センチの距離に晴成の顔がある。

　美羽はとっさに腕に力を込め、身を乗り出すようにして彼の唇にキスをした。

　ついさっきまで、あれほどいやらしい事をしていたにもかかわらず、唇を合わせたとたん胸の中がキラキラとしたときめきでいっぱいになる。

　晴成への想いがどうしようもなくこみ上げてきて、居ても立っても居られない気分だ。

　半開きだった唇の中に、晴成の舌が入ってくる。

　美羽は夢中になってそれに吸い付き、拙いながらも必死になって舌を絡みつかせる。

「美羽、また息をするのを忘れてるぞ」

　唇が離れ、美羽は晴成に言われるままに大きく息を吸い込んだ。

　喘ぎながら彼の目を見つめていると、身体のあちこちが切なく疼き始めるのを感じた。

「美羽、もしかしてキスもはじめてだったのか？」

　美羽が首を縦に振ると、晴成がとろけるような微笑みを浮かべた。

「そうか。俺とのキスが、美羽のファーストキスだったんだな」

　晴成が、美羽の唇を見る。

　彼の言葉を肯定する意味を含め、美羽はもう一度晴成にキスをした。

　晴成がバスルームに向き直り、ドアをすり抜けてシャワーの前に立つ。中はゆったりとして広く、丸いバスタブにはジェットバス機能がついている。

　二人してシャワーを浴び、バスタブの中に入る。ちょうどいい湯加減のお湯が、身体に心地よくまとわりつく。

　晴成に背後から抱きかかえられ、彼の胸に身体を預けた。横にある大きな窓の外は坪庭になっており、空を眺めながら入浴を楽しむ事ができる。

「美羽は何もかもはじめてなんだな。それなのに、まだ終わりたくないなんて、いけない子だな」

「だって……」

　横を向いて言い訳をしようとする唇をキスで塞がれ、舌を絡め取られる。晴成の左手が湯の中に浮かぶ乳房を捕らえ、マッサージをするように撫でまわす。

　指先で乳暈の縁をなぞられ、思わず声が漏れる。

　キスも愛撫も未経験だった美羽だ。何をされても、ものすごくドキドキする。けれど、同時に安らぎも感じるのは、晴成を心から信用しているからだろう。

「美羽の胸は本当に綺麗だね。形も色も、完璧だ。もっとよく見せてくれるか？」

　腰に回った手に誘導されて、伸ばした長い脚を跨ぐ格好で彼と向かい合わせになる。

　膝立ちになった美羽を、晴成が下から見上げてきた。

　視線を合わせたまま身体を引き寄せられ、右乳房に指を這わせながら左乳房をぺろりと舐め上げられる。

（晴成さんが、私の胸を舐めてる……）

　秘裂を愛撫された時とは違う高揚感に包まれ、美羽はうっとりとした目つきで自分の胸元を見つめた。

「もっと舐めてほしい？」

　乳嘴に唇を当てながらそう言われ、唇を震わせながら「うん」と言った。

　晴成が乳房にそっとかぶりつき、舌で乳暈を舐め回し乳嘴を弾くようにして転がす。

　さっきよりも穏やかでゆっくりとした愛撫が、美羽を夢心地にしている。

　まるでリンゴを齧る時のように乳房を歯で引っ掻かれて、美羽はあられもない声を上げて晴成の身体にしなだれかかった。

「もっと……して。ものすごく気持ちいいの……」

　美羽がねだると、晴成がこっくりと頷く。

「いいよ」

　答えるなり乳嘴を舌で転がされ、全身が熱く総毛立った。

　膝を立てていた姿勢が崩れ、前のめりになった身体を抱きかかえられる。唇にキスをされている間に、右太ももを支えてくれていた手が双臀を撫でた。

　指が秘裂に伸び、蜜窟の入り口を探り当てる。

「んっ……ふぁっ……」

　たちまちそこが反応してキュッと窄まり、晴成の指を呼び込むようにヒクヒクと動き出した。

　指が入りそうで、入らない。

　それがほしくてたまらないのに、晴成はそこを撫でさするだけに留めている。

「お湯の中でもわかるほどグショグショだね。美羽のここは、俺にどうしてほしいのかな？」

　キスを続けながらそう訊ねられ、頬が焼ける。

　裸で抱き合ったまま彼に身をすり寄せると、下腹に何か硬いものが当たった。

　いくら経験がないとはいえ、それがなんであるかくらいわかる。

　頭の中で何度となく繰り広げてきた淫らな妄想が、いよいよ佳境を迎えようとしていた。

　今すぐに、それがほしい。

　晴成と、ひとつになりたくてたまらない。

　矢も楯もたまらず、美羽は思っている事をそのまま口にした。

「エッチ、したい」

　いささか幼稚な言い方だったけれど、それが一番今の美羽の気持ちを的確に表していた。

　晴成の背中に回した手を重ね合わせ、彼の強張りに秘裂をこすりつける。

　刹那視線が絡み合い、二人同時に互いの唇を求め合う。

　抱き寄せてくる晴成の腕の力とキスの熱量で、彼が願いを受け入れてくれるつもりなのがわかる。

　美羽はいつの間にか閉じていた目を開け、晴成と今一度視線を合わせた。

「俺の部屋に行こう」

　そう囁くと、彼が美羽を前に抱きかかえたままバスタブから立ち上がった。

　美羽は彼の首に腕を回し、しっかりと身体にしがみつく。バスルームから出て洗面台を通る時、晴成が背中にバスローブを着せかけてくれた。

　歩く振動が身体に伝わってきて、階段を一段昇る毎に晴成のベッドに近づいていると実感する。

　ドアを開け壁面の間接照明を点けると、部屋の中が飴色の光に包み込まれた。

　抱きかかえられたまま、ゆっくりとベッドに倒れ込み、キスを交わす。

　身体の上に、ずっしりと重い晴成の体重を感じる。

　もう一時も待っていられなくなり、美羽は彼の背中に指を食い込ませた。

「も……挿れて……お願い……」

　我ながらはしたないと思うが、それが今の切実な想いだった。

　彼と一刻も早く繋がりたい。

　そうでなければ、今にも晴成と抱き合っている現実が、夢となって消えてしまいそうで怖くてたまらなくなっている。

「ダメだ。いきなりだと、美羽が辛い思いをする」

　性急すぎる願いを甘くたしなめられ、唇にチュッとキスをされる。

「指で少しほぐしてからだ。そのあとで、美羽がもうやめてって言うまで、たっぷりと挿れてあげるから」

「……うん」

　心惹かれる魅力的な代替案を持ち出され、美羽は呆気なくそれを受け入れて晴成にキスを返した。

「痛かったり止めてほしかったりしたら、すぐに言うんだぞ」

　晴成が美羽の閉じていた脚を、そっと掌で押し広げる。半分閉じていた花房を下から撫で上げるように割られ、指の腹ですくい上げた愛液を花芽に塗りたくられた。

　嬌声を上げようとする唇をキスで塞がれ、睫毛が触れ合う距離で晴成と見つめあう。

　彼の指が、蜜窟の入り口をゆるゆると捏ね、ほんの少し中に入る。

　たぶん、一センチほど。

　これほど深い挿入は、はじめてだ。けれど、少しも痛くないし怖いとも思わない。

　耳を澄ますと、クチュクチュという小さな水音が聞こえてきた。

　中を捏ねる指の挿入が、少しずつ深くなっていく。

　一本だった指が二本に増え、聞こえてくる水音も大きくなる。

　淫らすぎる音に聴覚を刺激され、そこが一層濡れそぼるのがわかった。それに気づいたのか、晴成の指が少しだけ動きを激しくする。

「あ、んんっ……」

　とたんに嬌声が漏れ、膝立てていたつま先が反り返る。呼吸が乱れ、重ねていた唇が離れた。

「そろそろ、いいかな。……美羽、挿れるよ」

　晴成が避妊具の小袋の縁を歯で噛み千切った。それは、美羽がリビングのテーブルの上に置きっぱなしにしていた銘柄と同じものだ。

　両手を晴成の肩に回すと、彼が美羽の両方の膝を腕に抱え込んだ。

　見つめ合ったままの視線が近づき、どちらともなくキスをする。

　指とは違う、ずっしりとして硬いものが蜜窟の入り口に触れた。それが、ゆっくりと身体の中に入ってきて、じわじわと隘路を押し広げる。

「……あ……ん、っ……」

　凄まじい圧迫感が美羽の身体を押し広げ、少しずつ奥へ進んでいく。

　晴成の動きは穏やかで、どこまでも優しい。

　彼に破瓜された幸せが身体中に広がり、美羽は嬉しくて泣きそうになる。

　中を押し広げられる感覚が、たまらない。

　抱えられていた膝を解放され、美羽は途切れ途切れの息をしながら、美羽は晴成の腰に両脚を絡みつかせた。

「少し動いていいか？」

　口移しでそう訊ねられて、美羽は小さく頷いて晴成の唇に吸い付いた。

　腰を引かれると同時に、蜜窟の中がきゅんと窄まる。

　美羽を見る晴成の目が細くなり、彼が微笑んでいるのがわかった。

　すぐにまた押し戻され、屹立の先がさっきよりも深いところまで到達する。

　そんな腰の揺れが何度か続くうちに、美羽の呼吸がだんだんと早くなり乱れていく。

「あっ……あ、あっ……！」

　晴成に身体を開かれている悦びに、全身が打ち震える。

　小刻みに痙攣する美羽の身体を、晴成がしっかりと抱き寄せて囁く。

「可愛いよ、美羽。可愛すぎて、どうにかなりそうだ」

　彼の言葉に反応して、内奥が屹立を締め付けるように蠢いた。

　晴成が微かに呻き、腰をさらに奥に進める。

「美羽……大丈夫か？」

　気遣うようにそう聞かれて、美羽は何度となく頷いて彼の背中にしがみついた。

「だい……じょうぶ……。だから……もっと、奥まで……ああんっ！」

　晴成が、美羽の腰をグッと引き寄せた。

　挿入の深さが増し、一瞬息が止まる。キスで呼吸を促され、大きく息を吸い込む。

　蜜窟の中で晴成のものが、硬さと質量を増すのがわかった。

　決して激しい動きではない。けれど、中を掻く晴成のものが、早くも美羽を愉悦の渦中に引きずり込もうとしている。

　ものすごく、気持ちがいい……。

　はじめてのセックスに恍惚となる美羽を、晴成が腕にしっかりと抱え込んだ。

　身体を固定され、下腹の内側を繰り返し引っ掻かれているうちに、突然身体が宙に浮いたようになる。

「あぁっ！　……あっ……あああんっ！」

　蜜窟の中で芽吹いていた快楽の種が、一気に花開いて美羽の全身を包み込む。

　奥が熱く戦慄き、美羽は恍惚となって晴成の腕の中でぐったりする。

　ようやく恋焦がれていた晴成と、ひとつになれた──。

　蜜窟の中で屹立が爆ぜるのを感じながら、美羽は心の中で晴成への愛を叫び続けるのだった。







第四章 ごっこ遊びでは済まされない








　晴成と一夜を過ごしてから、今日で二週間近く経った。

　彼との恋人ごっこは未だ継続中で、美羽はあれからずっと夢見心地の日々を送っている。

　朝起きてから眠る時まで、二人はずっと恋人同士として振る舞う。むろん、まだ照れくささはあるけれど、美羽は自分から晴成とスキンシップをとり、彼もそれに応えてくれている。

　大好きな人と見つめ合い、日常的にハグやキスをする生活は、まるで夢のようだ。

　毎日が幸せであるおかげか、美羽は何をするにしても俄然前向きになり、これまで以上に熱心に就活や家事に取り組むようになった。

　晴成以外の異性に対する苦手意識がなくなったとは言えない。

　けれど、昨日受けたデザイン会社の面接では、男性の担当官を前にしても過剰反応する事なく受け答えをする事ができた。

　これも晴成のおかげだし、この調子でいけば男性不信を払拭できる日も近いのではないかと思う。

　晴成が上手くリードしてくれるからか、美羽はここのところ自分から積極的に彼とスキンシップを取れるようになっている。

　もちろん、まだ恥ずかしさは抜けないし、そうするにはかなりの勇気が必要だ。

　それでも頑張れるのは、今が美羽の人生における最高のボーナスタイムだと自覚しているから。

　晴成も時間が許す限り美羽の要求に応えてくれており、今や二人は本物の恋人同士のような生活を送っていた。

　むろんそれらはすべて、恋人ごっこの延長線上の事だ。

　けれど、美羽はあえてその事には触れないようにしているし、はじめる前に晴成自身が言った「これからずっと恋人モードでいくから、そのつもりで」という言葉は、未だ徹底して守られている。

　今が夢のような時間であればあるほど、少しでも長く晴成とイチャイチャできる関係を継続させたい。そして、できる事ならこのまま二人が本物の恋人同士になれたらいいと思う。

（なんて……無理だよね。晴成さんが、私相手に本気になるわけないもの）

　美羽はリビングのソファに腰掛け、手にしていたスマートフォンを見て時刻を確認する。

　あと少しで午後六時だ。

　金曜日である今日、美羽は晴成と夜のドライブデートに行く約束をしている。

『誘ったのは俺だから、美羽はただ楽しむ事に徹してくれ』

　晴成はそう言って、今日のために美羽にワンピースをプレゼントしてくれた。

　出発予定は午後七時半。

　すでに外出の準備はできており、あとは彼の帰りを待つだけだ。

（少し準備が早すぎたかな？　だって、はじめてのデートだもの。嬉しくてじっとしていられないよね）

　今日は朝から落ち着かず、午前中は休む間もなく家中をいつも以上に入念に掃除して回った。午後は晴成のアドバイスを受けてポートフォリオの作り直し、終わるなりヘアメイクに取りかかった。

（うん、これでよし！）

　明穂のアドバイスを取り入れ、メイクはいつもより大人っぽくしてみた。髪をアップスタイルにしたあと、鏡の前でくるりと一回転する。

　着ているのは、当然晴成がプレゼントしてくれたワンピースだ。

　艶のある生地でできたそれはキャミソール型で、シアーシャツとセットになっている。

　スモーキーブルーの色合いがとても素敵で、着るだけで気分は上品なレディーだ。

　晴成はこれまでも美羽にプレゼントをしてくれた事があったが、いずれも就活をする上で必要なものに限られていた。彼はそれ以外のものも贈ろうとしてくれたが、美羽は居候である立場を考え、受け取るのは必要最低限のものにしたいと辞退していた。

　けれど、今の二人は仮にも恋人同士だ。

　晴成は自分の贈りたいものを遠慮なく美羽にプレゼントするようになり、今着ているワンピースもそのひとつだった。

（晴成さんって本当に優しいな。物だけじゃなくて、気配りや思いやりもくれる。これじゃモテるのも当たり前だよね。それに、あんなに気持ちよくしてくれて……）

　はじめてのセックスにもかかわらず、美羽は快楽にどっぷりとはまり、本物の絶頂を知る事ができた。

　それだけ晴成が上手くリードしてくれたからだろうが、よもやセックスがあれほど素晴らしいものだとは思わなかった。

　絶頂の度合いは自慰の時とは比べ物にならないし、事後の満足度も泥の差だ。

　晴成に抱かれ本当の快楽を知り、その奥深さに心底感じ入った。むろん、それは相手が彼だったからこそのものであり、ほかの人では得られなかったと断言できる。

（それにしても、男の人ってすごいな。本当に好きでもないのに、ちゃんとエッチできちゃうんだもの）

　以前あった飲み会で小耳に挟んだのだが、男性というものは好きでもない相手でも勃起するらしい。据え膳食わぬは男の恥という言葉もあるし、男性はある程度の条件さえクリアすれば誰とでもセックスができるのだろう。

（だから、私が相手でもそういう事ができたんだろうな）

　もちろん、全員がそうだとは思わないが、少なくとも晴成はそうできる人の部類に入るという事だ。

　片や美羽は晴成以外の男性相手では、ぜったいにその気にならない自信がある。

　だからこそ、彼と恋人関係でいられる今のうちに、できるだけ多く晴成とキスをして身体を重ねておきたいと思うのだ。

（そういえば、前に男性相手にセックスはいいけどキスはダメっていう女の人が出てくる映画があったな）

　細かい設定は思い出せないが、本当に好きな相手とでなければキスはしたくないという理由だった。男女の違いはあるけれど、仮に晴成がそういうタイプの人であれば、少しくらいは自分を好きでいてくれるという事だろうか……。

（なんて、何を期待してるの？　晴成さんが私を相手してくれているのは、私が姪っ子だから。それ以上でも以下でもないのに）

　晴成は昔から美羽の事を可愛がってくれている。

　今回も「大事な姪の頼みなら、何でも聞いてあげるよ」と言い、美羽の突拍子もない頼みを聞いてくれた。

　けれど、まさか晴成と男女の関係になれるとは思ってもみなかった。

　美羽にしてみれば、大好きな晴成と恋人のまねごとをして、より密度の高いスキンシップを取れたらいいなと思う程度だった。

　度重なるハプニングをきっかけに今のような関係になってしまったが、よくよく考えてみれば、これは明らかに異常事態だ。

「ううん、よく考えなくても普通じゃない」

　美羽は声に出してそう呟き、にわかに落ち着きをなくした。

　たとえ血が繋がっていなくても、叔父と姪がセクシャルな関係になるなんて通常ではありえない事だ。

　もちろん美羽は大歓迎だが、果たして晴成はどうだろう？

　先に風呂に誘ったのは晴成だけれど、「エッチ、したい」と言ったのは美羽だ。

　彼が美羽の要望を聞いてくれたのは義務感によるもの──それと、セックスを要求した姪に恥をかかせないためだったのかもしれない。

（でも、私のここ、舐めてくれたし……）

　美羽はワンピースの生地越しに、自分の脚の間をそっと掌で抑えた。

　晴成とベッドインした件は、もう明穂には話してある。

　彼女は大いに喜び、このまま本当の恋人になれるよう応援すると言ってくれた。

　明穂曰く、晴成がセックスに応じたのは美羽に対する気持ちがあるからこそであり、秘所を舐めたのは愛情の表れであるらしい。

　それに、前に会った時にベッドインを急かすような事をいったものの、晴成に少しでも美羽を女性として想う気持ちがなければ実現は難しいと思っていたようだ。

（って事は、少しは私を好きでいてくれるって思っていいのかな？）

　あれこれと考え、ここ二週間の晴成との生活を思い浮かべる。

　忙しい彼は、日常的に残業しており、今日のように定時に帰宅できるのは月に数日しかない。その上出張も多く、先週は四日間出張で家を空けていた。そんな事もあって、思うように二人だけの時間を取れずにいる。

（実際、晴成さんとエッチしたのは、あの時だけだし……）

　キスやハグ、ボディタッチはあっても、セックスはない。イチャついた流れで同じベッドで眠る事はあっても、毎回それ以上の行為には至らないままだ。

　ふと思い返してみれば、はじめての時同様、スキンシップを取りたがるのはいつも美羽のほうからだ。

　そうとわかり、美羽は今更ながら自分たちの関係性の危うさが怖くなった。

　もし自分がアプローチしなければ、今後も親密ではあるけれどプラトニックな関わりに終始するのかも……。

　そう考えると、晴成が自分を女性として見てくれて、多少なりとも好意を持っているという仮定は成り立たなくなる。

　あの夜、彼が美羽を抱いたのは、二十四歳にもなって男をまるで知らない美羽を哀れに思ったからに過ぎないのかもしれない。

　身も心も蕩けてしまいそうな愛撫は、彼の最大限の思いやりだった？

　いろいろな事が頭の中を駆け巡り、何が正しくて間違っているのか、わからなくなってしまう。

「ただいま」

　声にハッとして顔を上げると、晴成が部屋の入り口に立っている。考え事に没頭して、玄関のドアが開いた事に気づかなかったみたいだ。

「お、おかえりなさい」

　美羽は慌ててソファから立ち上がり、晴成のそばに駆け寄った。

「デートが楽しみで、少し早めに仕事を切り上げてきたんだ」

　彼の言葉に玄関横の壁にある時計を見ると、まだ午後七時を少し過ぎたところだ。

　忙しいはずなのに、早めに帰ってきてくれるなんて嬉しすぎる。

　いつもなら、近づいた勢いのまま彼の肩に手をかけ、唇に軽くキスをするところだ。

　けれど、あれこれ考えたせいで、そうできない。

　無理に微笑もうとしたけれど、失敗に終わる。そんな美羽の様子を見て、晴成が気づかわし気な表情を浮かべた。

「美羽、どうかしたか？」

　晴成に顔を覗き込まれ、とっさにうつむいてしまった。

　彼に手を取られ、ソファに並んで腰を下ろす。

「どうした……。何か心配事でもあるのか？」

「……そうじゃないんだけど……」

　美羽は少しだけ顔を上げ、晴成を見た。その表情から何か感じ取ったのか、彼は美羽の頬を片方の掌で包み込んだ。

「ふむ……その顔は、何か聞きたい事があるんじゃないのか？　前にも言ったが、もしわからないことや質問があれば、いつでも聞いてくれ。……俺達は恋人同士だろう？　隠し事はなしだ」

　目をじっと見つめられ、その優しい色に心を揺さぶられる。

　思っている事をぜんぶ言ってしまいたい──。

　けれど、せっかくのボーナスタイムを台無しにするような事だけは言ってはならなかった。

　美羽は少しの間考えたのちに、今一番言いたい事を口にする。

「キス……してほしいの。いつも私からだから、晴成さんからもキスしてほしくて……」

　晴成がきょとんとした顔で美羽を見る。

　それからすぐに微笑むと、美羽を抱き寄せて長いキスをくれた。いつもより激しく唇を求められ、胸がすぐにキスに夢中になる。

　息継ぎもままならないほど長く濃厚なキスをされて、美羽は大きく喘ぎながら彼の胸にもたれかかった。

「……ぷわっ……」

　唇が離れ、そのまま二人してソファに倒れ込む。

　ワンピースの裾が脚の付け根までめくり上がり、晴成の指がショーツの中に忍んできた。

「びしょ濡れだな」

　秘裂の中をクニクニと捏ねられ、全身に火が点く。抵抗する間もなく背中のジッパーを下ろされたと思った時には、もう胸の締め付けがなくなっていた。

　晴成が大きな口を開けて、零れ出た乳房にやんわりとかぶりつく。ちゅうちゅうと音を立てて胸の先を吸われて、思わず恥ずかしい声が漏れた。

「ぁああんっ……」

　口の中で乳嘴をねぶられ、乳暈を何度となく甘噛みされる。強すぎる悦楽に頭の中が真っ白になり、何も考えられなくなった。

　息が浅くなり、美羽は感じるままに身を捩り嬌声を上げる。

　ソファの座面にずり落ちていた背中が浮き、すぐ下のラグの上に降りた。上から見据えてくる晴成が、美羽の半裸の身体を見下ろして微笑みを浮かべる。

「ドライブデートはもう少しあとにして、ちょっとだけエッチな事をしよう」

　晴成が美羽を跨ぐようにして膝立ちになり、片手で襟元を寛げてネクタイを緩めた。

　その仕草が官能的過ぎて、横たわりながら腰が抜けそうになる。

「エッチな事……？」

　美羽が晴成の言葉をなぞると、彼がにっこりと微笑みながら頷く。

「今夜の美羽はいつも以上に可愛い。色っぽすぎて押し倒さずにはいられないよ」

「あっ……ん、んっ……」

　唇に性急なキスをされ、首筋に舌を這わされる。

　美羽は悶えながら晴成のシャツのボタンを外し、スーツのジャケットを脱ぐ手助けをした。

　晴成からほしがってくれる嬉しさが、美羽をいつも以上に大胆にしていた。

　彼の手が美羽の乳房を揉みしだく。

　美羽は歓喜の声を上げながら、晴成の腰の強張りに手を伸ばした。寝そべったままじりじりと下にずれ、ベルトに手をかける。

　彼がニッと笑い、美羽のワンピースを脱がそうとしてきた。

　──と、その時。

　玄関のドアチャイムが鳴り、誰かが来た事を知らせた。

　荷物の集配も来客の予定もない。

　こんな時間にセールスでもないだろうし、いったい誰だろう？

　二度目のドアチャイムが鳴り、すぐに三度目が続く。

　二人が顔を見合わせた時、テーブルの上に置いていた美羽のスマートフォンが着信音を奏ではじめた。

　晴成が画面を見る。彼はふと首を傾げ、玄関のほうを向いた。

「電話、誰？」

　美羽が訊ねると、晴成がスマートフォンを取り上げて美羽に手渡してくれた。

「お義姉さんだ」

「えっ!?　ま、まさか──」

　美羽は晴成に手を借りて起き上がり、恐る恐る応答ボタンを押してすぐにスピーカーにした。

「も、もしもし？」

『美羽、お母さんよ。ねえ、今家にいるんでしょ？』

　いきなりそう問われて、美羽は目を見開いてはだけた胸元を掌で隠した。

「い……いるけど……」

『なぁんだ、やっぱりいたのね。電気がついてるから、いると思ったわ。今ね、お父さんと一緒に近くまで来たから、ちょっと寄らせてもらったのよ』

　朗らかな母親の様子とは裏腹に、美羽は青くなってラグの上で正座した。

　いると知られてしまったからには、二人をここに招き入れねばならない。

「ちょ、ちょっと待ってね！　今、お風呂に入ってたところなの。すぐに開けるから──」

　美羽はとっさに思いついた言い訳をして、通話を終わらせた。

　晴成があわてた様子で、とりあえず門扉の電子錠を開錠した。父母が玄関アプローチを歩いている間に、美羽は大急ぎで洋服の乱れを直し、髪の毛を整える。

　身支度を終えた晴成とともに玄関に急ぎ、何事もなかったかのような顔で待ちかねた様子の父母を中に招き入れた。

「いらっしゃい」

　美羽がドアを開けると、母親の芳よし江えが笑顔で中に入ってきた。

「はーい、お邪魔します。もう、美羽ったら──あら、晴成君も帰ってたの？」

　美羽のうしろにいる晴成を見て、芳江が若干驚いた顔をする。

「珍しく早く帰ってるわね」

「ああ……今日は仕事が早く終わったから──やあ、兄さん」

「晴成、久しぶりだな」

　晴成が兄であり美羽の継父の忠則に声をかける。

　ついさっきまでイチャついていたのに、晴成は何事もなかったかのように振舞っている。

　万が一にも、二人がただの叔父と姪の関係ではなくなった事を気取られてはいけない。

　父娘で挨拶を交わしたあと、美羽は父母をリビングに通して、お茶を淹れるためにキッチンに向かった。

　二人に背を向けた途端、美羽は今にも叫び出しそうな表情を浮かべる。

（びっくりしたぁ……！　心臓が止まるかと思った！）

　これまでも何度か両親がここを訪ねてきた事はあるが、いつも昼間だったし来る前に連絡をくれていた。来るのはぜんぜん構わない。けれど、さすがにタイミングが悪すぎる。

　ついさっき晴成としていた行為が頭に思い浮かび、茶器を用意する手が震え、カチャカチャと音が立つ。

　洋服も髪の毛もちゃんと直したが、身体に点いた火がまだ少し燻っているみたいだ。

「おまちどおさま」

　美羽がリビングに戻ると、三人はソファ前のテーブルを囲んで談笑しているところだった。

　特に妙な雰囲気は流れておらず、美羽は密かにホッと胸を撫でおろす。

　父母は先週旅行に行ったらしく、この近くに来るついでに土産を持ってきてくれたらしい。二人は駅前にある老舗うなぎ屋で四人分のうな重をテイクアウトしてきてくれており、せっかくだからとそれを一緒に食べる事になった。

「来るなら来ると、事前に連絡をしてくれたらよかったのに」

「そう思ったんだけど、ついしそびれちゃって」

　芳江がぺろりと舌を出し、隣に座る忠則と顔を見合わせて笑っている。再婚してもう二十年以上経つ二人だが、昔から今に至るまで仲がいい。

「そういえば、美羽。そのワンピース、素敵ね。あ……もしかして、どこかに出かける予定だったとか？」

　うな重を食べながら、芳江がそう訊ねてきた。

「じ、実はこれ、晴成さんが私にプレゼントしてくれたの。それで、ちょっと試着してみようって事になって──ね、晴成さん」

　返答に困り、とっさに晴成に話を振ってしまった。

　しかし、晴成は慌てる様子もなく頷いて、にこやかに笑った。

「そうなんだよ。もう二十四歳なんだし、デート用の洋服くらい用意しておかないと困るだろうと思ってね」

「あら！　美羽ったら、とうとう彼氏できたの!?」

　芳江が素っ頓狂な声を上げる横で、忠則が腰を浮かせる。

「美羽、そうなのか？　お、お父さんに紹介できるような人なんだろうね？」

「ま、待ってよ！　まだぜんぜんできてないし、用意だって言ったでしょ！」

　ざわつく両親を落ち着かせると、美羽は動揺を隠すために立て続けにお茶を飲んだ。

「なぁんだ、まだなのね。晴成君、美羽の事、いろいろとよろしくね。就活も恋愛も、上手くいくように導いてやって」

　頼まれなくても、もうすでに導いてもらっている。

　おかげでいろいろと経過は良好だし、今の生活がずっと続けばいいとさえ思う。

（お父さん、お母さん。私が好きなのは晴成さんなの。私、晴成さんと恋人ごっこをしていて、はじめてのエッチの相手までしてもらったのよ）

　よもや、そんな事実を両親に伝えられるはずもない。

　美羽は二人にはぜったいに言えないような秘密を持った事を申し訳なく思った。同時に、隣に座る晴成に対する抑えきれない恋心を感じて、密かに耳朶を赤くする。

　こんな時ですら、彼への想いが込み上げてくるなんて……。

　それも、晴成に対する気持ちが、ますます加速していっている証拠だ。

「じゃ、お母さん達はもう帰るわね。これから二人で知り合いがやっている店に飲みに行く約束をしてるの」

　うな重を食べ終えた二人は、そう言って機嫌よく帰っていった。

　滞在時間は、およそ一時間。

　その前の時間を忘れるには短すぎるし、かといって父母が来る前の行為に戻るには少々長すぎるといった感じだ。

　晴成が使い終えた茶器をキッチンに運び、美羽はそのあとを追ってシンクの横に立った。

「私、洗うね」

「いや、ワンピースが濡れるから俺が洗うよ」

　話している途中で目が合い、黙ったまま微笑み合う。

「ありがとう。それにしても、びっくりしたね」

「そうだな。かなりあわてたな」

「ほんとに」

　いつもどおりの、何気ない会話だ。

　けれど、微妙にぎくしゃくしている感じがするのは否めない。

　壁の時計を見ると、午後八時半になっていた。

　食事は済んでしまったし、どのみちもう出発するには微妙に遅すぎる時間だ。

　結局出かけるのはまた今度ということになり、それぞれが入浴を済ませて自室に入る。

（あ～あ、せっかくの初デートだったのにな。……また今度って、いつだろう？　それって、本当に実現するのかな？）

　美羽はベッドに寝転がり、物思いに耽った。

　時刻は午後十時。

　本当なら、今頃はドライブデートの最中だったはずだ。

　デートコースはすべて晴成が考え、費用も全額持つと言ってくれていた。彼とならどんなコースを辿るにせよ、きっと素晴らしい時間を過ごせていたに違いない。

（ドライブして、途中でどこかで食事をしたあとで夜景スポットに行ったりとか？　ロマンチックだろうなぁ……。そこでちょっとイチャイチャしたりして、もしかしてそのままどこかでお泊りとか──）

　そうだとしたら、今の時間帯はもうすでにベッドインしていたかもしれない。

　晴成との二度目のセックスを妄想して、美羽はふと思い立って引き出しに手を伸ばそうとした。

　けれど、結局はそうせずにブランケットにくるまって丸くなる。

　自慰で得られる快楽など、晴成とのセックスで得た本物の愉悦と比べたらちっぽけで取るに足らないもののように思えた。

　晴成に、もう一度抱かれたい──。

　しかし、今夜の気まずさがこの先も尾を引くような気がしてならなかった。

（もしそうなら、どうしよう……。私、きっともう一人エッチじゃ満足できないかも）

　ただでさえ事後にうしろめたさを感じるのに、今後はそれに虚しさが加わりそうだ。

　寝返りを打って窓のほうを向くと、壁際のポールハンガーにかけたデート用のワンピースが、少しだけ皺になっているのが見えた。

　セックスが無理でも、せめてあれを着て晴成とデートしたい。

　美羽はそう切に願いながら、暗い部屋の中でワンピースを見つめ続けるのだった。




　父母の来訪から十日経った週明けの平日、美羽は東京都下の子供用の衣料品と生活雑貨を扱うメーカーの面接に向かっていた。

　目的地まで、電車を乗り継いでおよそ一時間。

　地下通路から地上に出てホームで電車が来るのを待つ。

　まだ朝の通勤ラッシュが終わらない時間帯である今、ホームはたくさんの人で溢れている。

（わぁ、混んでる！　こんな時間に電車に乗るの、久しぶりだな）

　電車がやってきて、人の列が動き出す。

　以前使っていた路線も朝はかなり混んでいたが、今乗り込もうとしている電車はその上をいく混雑ぶりだ。

　ドアが開き、中からぞろぞろと人が出てくる。列の後半に並んでいた美羽は、前の人のあとについて電車に乗り込んだ。

　反対側のドアの近くまで進み、とりあえず場所を確保する。

　発車のメロディが鳴り、電車が走り出しだ。左手にはポートフォリオ入りのバッグを抱え、左手でドア付近のスタンションポールを握り、横揺れに耐え続ける。

（入社が決まったら、これに乗るのか～）

　始業時刻から逆算すると、どうしても通勤ラッシュにぶつかってしまいそうだ。

　朝からかなり体力を使う事になりそうだが、都会ではこれが普通なのだから仕方がない。

（あ……そっか。就職が決まれば、私はあの家から出るんだった）

　つい頭から抜け落ちてしまっていたが、晴成との同居は期間限定のものだ。

　思いがけず長居をしているけれど、事前の取り決めは変更されていない。

　仮に今から行く会社に就職が決まれば、来月にはあの家を出ていく事になるだろう。

（そういう約束だもの。仕方ないよね）

　同居を解消すれば、これまでの生活は必然的に終わりを告げる。

　夢のような日々は過去のものになり、晴成との親密な関係も二度と復活する事はないだろう。

　美羽が懸念していたとおり、父母の訪問以来二人の間には前に比べると若干の距離ができたような気がする。

　もしかして、そう思うのは美羽だけかもしれない。

　晴成は相変わらずの忙しさで、先週は月曜日から木曜日まで海外出張に出かけていた。

　それは前から決まっていたし、彼の不在は今に始まった事ではない。

　晴成は特別変わった様子もなく振舞っていたし、何度か彼のほうから唇にキスをしてくれた。

　けれど、いずれもセクシャルな雰囲気にはならなかったし、キス自体も軽く触れてすぐに終わる程度のものだけ。

　晴成は特別意識していなかったかもしれないが、美羽にしてみれば父母が訪ねてきたのをきっかけに幸せな夢が終わってしまったような気がしていた。

　恋人ごっこに没頭していたボーナスタイムは終わりを迎え、味わった愉悦はすべて過去のもの。

　晴成と過ごしためくるめく時間は、美羽の男性不信の払拭と男というものを知るためのものであり、もともとそれ以上の意味などなかったのだ。

　そもそも恋愛感情を持っていたのは美羽だけで、晴成は姪のわがままにつきあってくれていただけだ。

　あれこれと考えているうちに電車がいくつかの駅に止まり、その度に近くにいる乗客が入れ替わる。

　複数の路線が集まる駅に到着し、車内が一段と混んできた。降りる駅は、まだ少し先だ。

　美羽は人の流れに押されるままに、閉じていたドアの横で立ち止まった。

　ぎゅうぎゅう詰めには変わりないが、ここだとドアに寄りかかれるし少しだけ楽だ。

（私ったら、今はグジグジ考えてる場合じゃないでしょ。とにかく面接、頑張らなきゃ。いつまでも無職の居候じゃ、いい加減晴成さんに呆れられちゃう）

　美羽は気持ちを切り替えて、口元を引き締める。

　晴成に言われて新しくしたポートフォリオは、これまでとは違っていろいろなサイズや種類のデザインを用意した。

　一番大きいものは犬型のスツールで、これについては美羽がこれまでにデザインしてきたものの中で最高の自信作になった。

　万人受けするものではないだろうが、自分なりに実用的かつ個性的なものをと思いながら考えたものだ。

（これも晴成さんのアドバイスのおかげだな）

　彼は美羽のポートフォリオを見て、もっと大型のものを考えてみてはどうかと言ってくれた。

　その言葉をきっかけに、美羽は犬型のスツールはどうかと思いつき、試行錯誤の末にようやく完成させたのだ。

　あとひと駅で目的の駅に着く。

　事前に調べたところ、その駅で開くのは反対側のドアだ。

　しかし、今はどうにも動くことはできないし、焦らないでおこうと小さく深呼吸をする。

　きっと、うまくいく──。

　そう自分に暗示をかけて、しばらくの間目を閉じて電車の揺れに身を任せていた。

（……え？）

　ふと気がつけば、腰の左後方に違和感がある。

　正面を向いたままそちら側を見ると、ノーネクタイで黒いジャケットを着た男性がいる。

　何か中途半端に硬いものが当たっているが、もしかして──。

　美羽はできる限り右側により、男性から離れようとした。

　けれど、逃げ場のない混み合っている車内では動けるのは数センチのみ。

　おまけに電車の揺れるたびに、距離がリセットされてしまう。それどころか、男性は揺れを利用して美羽の身体に身を摺り寄せるような動きをする。

　身長は美羽よりも少し高いくらい。ガムを噛んでいるのか、男性が息をするたびにミントのにおいが鼻につく。

　ものすごく気持ち悪い。

　だんだんと気が焦ってきて、同時に身体が強張りだす。

　それをいい事に、男性がドア側を向いている美羽の下腹に手を伸ばしてきた。

　電車が揺れるのに合わせて硬い掌が動き、だんだんと下に下がっていく。

　声を出さなければ！

　そう思うものの、急に喉がカラカラになって声を出す力までなくなってしまう。それでも何とか声を上げようとしたが、どうしてもそうできない。助けてもらおうにも、周りにいるのは目を閉じているか、別方向を向いている人ばかり。

　どうにかしなければと焦っていると、窓の外の景色がもう駅が近い事を知らせてくれた。

（あともう少し……！）

　反撃はできそうもないが、せめて顔を覚えておこうと思い切って左を向いたのがいけなかった。

　眼鏡越しに見える目がニタリと笑い、何を勘違いしたか反対側の手を美羽の腰に回しグッと引き寄せてくる。

　正面から腰を抱き寄せられたようになり、気味の悪い盛り上がりを恥骨の上にこすりつけられた。身体中に鳥肌が立ち、一瞬で頭に血が昇った。

「きゃああああっ！」

　気がついたら美羽は大声を張り上げており、周りの視線を集めていた。

　そばにいた数人のサラリーマンが美羽を見て、その様子から横に立っている挙動不審の男性に詰め寄ってくれた。

　それと前後して目的駅に到着し、美羽は必死になって反対側のドアに向かった。

　途中、年配の女性客が「大丈夫？」と声をかけてきて、近くのベンチに座らせてくれた。

　件の男性が、サラリーマンたちに囲まれているのが見える。

　誰かが呼んでくれたのか、しばらくすると複数の駅員が来て、そのうちの一人が美羽を駅員室に連れて行ってくれた。

　中に通されて、椅子に座る。

　誰か迎えに来てくれる人はいるかと聞かれ、美羽はいつも持ち歩いている晴成の名刺を取り出して駅員に渡した。

　事情を聞かれたが、身体の震えが止まらないし、また声が出なくなっている。

　とりあえず免許証を提示して、身分を明らかにした。

　しばらくすると女性駅員がやってきて、美羽のすぐそばに来て背中をさすってくれた。

「旦那様に連絡をしたら、すぐに来てくれる事になったわよ。もう大丈夫よ。それと、犯人の男は別の部屋で警察の取り調べを受けてるわ」

　あとからやって来た女性駅員が、美羽を気遣ってずっと離れずにいてくれた。時間の感覚を失くしていたから、ここへ来てどれくらい経ったのかはわからない。

「美羽！」

　突然晴成の声がして、混乱して縮こまっていた意識がかろうじて元に戻ったみたいだった。

　駆け寄ってきた晴成に抱き寄せられ、途端に涙が溢れだした。

　夢中で彼にしがみつき、絞り出すような声で名前を呼ぶ。

「晴成さんっ……！」

「美羽、もう大丈夫だ。俺がそばにいるよ」

　晴成が来てくれたおかげで、張りつめていた気持ちが少しずつ緩んでいく。

　そのあとの事は、あまりよく覚えていない。

　晴成に付き添われて必要な手続きを終わらせると、美羽は彼の運転する車で帰宅するなり声を上げて泣き出していた。

「美羽、もう大丈夫だ。俺がずっとそばにいる。美羽を二度と危険な目には合わせないって誓うよ」

　きつく抱きしめられ、耳元でそう言われた。

　ごわついていた心が一気にほぐれ、ようやく深く呼吸できるようになる。

　晴成は実際にずっとそばにいてくれたし、何をするにもおぼつかない美羽を手伝って洋服を脱がせてくれた。

　二人とも何ひとつ身に着けていない姿になり、ゆっくりとお湯に浸かる。

　そうしている間に、彼の掌が美羽の全身を撫でさすり、洗い清めていく。

　肌に残っていた嫌な記憶を消し去ってもらい、美羽は心から安堵して晴成の胸にもたれかかった。

「晴成さん……来てくれて、ありがとう」

　美羽が礼を言うと、晴成が頭のてっぺんにキスをしてくれた。

　泣きはらした顔はパンパンに腫れ上がっているし、声も少し変だ。けれど、晴成にはもう身体の隅々まで知られているし、恥ずかしいところをたくさん見られている。

　今さら取り繕っても仕方がないし、むしろもっと自分をさらけ出してすべてを晴成に明かしてしまいたいとすら思う。

「仕事の途中だったよね？　それなのに、私ったら──ん、んっ……」

「美羽は俺の大事な恋人だ。美羽が俺を呼んでくれるなら何をおいても駆けつけるよ」

「でも──」

　話している途中で、晴成が美羽を正面から抱きかかえて唇にキスをしてきた。

　たちまち身体の奥に火が点き、美羽は彼の膝の上に馬乗りになってキスに応えた。

　息継ぎをする間も惜しんで唇を重ね、舌を絡み合わせる。湯の中にいても、そこが濡れ始めるのがわかる。

　お湯の動きに花芽を刺激され、美羽はたまらずに声を上げた。

「あ、んっ……。あ、あ……」

　極限まで敏感になった秘裂に、晴成のものがぴったりと寄り添う。

　美羽は湯の中で腰を浮かせて、勃起した花芽を屹立の括れに押し付けた。それに応えるように、晴成がゆるゆると腰を動かし始める。

「美羽、感じすぎて、もうぬるぬるだな……」

「い……言わないで……」

「どうして？　だって、本当の事だろう？」

　ぺろりと顎を舐められ、身を捩って喘いだ。

「だ……だって、恥ずかしいからっ……あっ……あ──」

「そうか？　これくらい、序の口だぞ？」

　余裕ある晴成の言葉が、美羽の性欲をいっそう掻き立てる。

　まるで本当の恋人同士のように抱き合い、互いの欲望をさらけ出している感じがたまらなく心地いい。

　晴成にすべてを捧げ、まるごとぜんぶ彼のものになれたら、どんなにいいだろう？

　そんな事を思っていると、晴成の指が美羽の双臀にグッと指を食い込ませた。

「は……る……ぁ、あんっ！」

　声が漏れ、美羽は秘裂の間にそれを挟み込むようにして腰を前後に揺らめかせる。

　晴成がジェットバスのスイッチを入れると、湯面に静かで柔らかな泡が立ち始めた。

　水流が起きて、さらに腰が浮き上がる。

　膝立ちになってもっと動こうとすると、思いがけず屹立の先が蜜窟の入り口を引っ掻いた。

「あ……」

　甘い期待に身体がびくりと跳ね、その拍子に先端がほんの少しだけ美羽の中に沈んだ。

　美羽は、そのまま屹立を蜜窟の奥に招き入れようとした。けれど、寸でのところで晴成が腰を引き、暴走しそうになっている美羽を制した。

「美羽、ダメだ。そんなふうにすると、このまま入ってしまうぞ──」

　目の前の晴成の顔に、ひどく悩まし気な表情を浮かんでいる。彼の背後にある鏡に、自分の顔が映っているのが見えた。

　我ながら、可哀想に思えるほど切なそうだ。しかし、ダメなものはダメなのだ。

（そうだよね……。避妊具なしのセックスなんて、してくれるはずないもの）

　美羽は小さく頷き、下を向いて鏡から目を逸らした。

　裸で抱き合っていても、恋愛感情を持っているのは美羽のみ。晴成は、あくまでも恋人ごっこに付き合ってくれているだけだ。

　切なさが胸に迫り、身体中がヒリヒリする。

　本当は、今すぐにでも気持ちを伝えたい。

　けれど、そうすれば今の関係が壊れてしまうのはもとより、叔父と姪としての繋がりまで途切れてしまうかもしれなかった。

（晴成さんに会えなくなるなんて、ぜったいに耐えられない……）

　顔を上げると、晴成が何かしら考え込んでいるような表情を浮かべている。それでも、彼の両手は美羽の腰をしっかりと抱え込んだままだ。

「美羽……」

「……はい」

　囁くように名前を呼ばれ、美羽は同じくらい小さな声で返事をした。

「もう、就活はやめないか？」

「え……？」

　いきなり何を言うのかと思えば、就活をやめろだなんて……。

　なぜ急にそんな話を持ち出すのだろう？

　今、このタイミングでするような話とは思えないし、就活をやめてどうしろというのか。

　わけがわからずに首をかしげていると、晴成が意を決したような表情を浮かべた。

「どこの会社にも一人や二人おかしな奴がいるだろうし、いなくても普通だった奴がいつおかしくならないとも限らない。もちろん、会社だけじゃなく、危険はどこにだって転がっている」

「……それは、そうだけど……」

「俺は美羽が心配でたまらないんだ。会社に属すれば、そこの就業規定を守らなきゃならないし、意にそぐわない仕事をさせられたり転勤を言い渡されたりする恐れもある」

「そうね。でも、会社勤めをするなら、いろいろあって当然だし──」

「怖がらせるつもりはないけど、また今日のような事があったらと思うと……。俺がすぐに駆けつけられる場所にいるならいいが、遠く離れていたら？　もちろん、どこにいようが最速で美羽のところにいく。だけど、俺を待つ間、美羽は一人ぼっちでいなきゃならないんだぞ？」

　晴成が真顔で美羽に、そう訴えてくる。

　言いたい事はわかるが、さすがに心配のし過ぎだし、そんな事を言い出したらきりがないではないか。

「でも、ずっと無職でいるわけにはいかないし、デザイナーになりたいっていう夢は捨てたくないわ。それに、ここは就活が上手くいくまでの期間限定でいさせてもらってるだけだし、晴成さんだっていつまでも姪の面倒を見るわけにはいかないでしょ？」

　言い終えるなり、美羽は自分の唇を強く噛んだ。そうしなければ、涙がこみ上げてきそうだった。

　いずれにせよ、晴成とはここまで。

　彼が挿入にストップをかけたのと同じで、これほど近くにいて親密な関係になっていても、現実は変えようがないのだ。

「俺が、ずっと美羽の面倒を見る。そうすれば、ここを出ていかなくていいだろう？　デザイナーになる夢はきっと、叶う。新しいポートフォリオを見たが、美羽はなかなか面白い感性を持っている。必ずいいデザイナーになるだろうし、どうせ就職するならうちの会社にくるっていうのはどうだ？」

「……え？」

　一度に、いろいろと思いがけない事を言われ、美羽は混乱してさらに首をひねる。

　聞き返そうにも、何から訊ねたらいいのやら──。

　美羽が口ごもっていると、晴成がさらに畳みかけてきた。

「もちろん、入社するなら正当な試験を受けてもらう事になる。決して簡単ではないし、間違ってもコネだと疑われないほどの実力を示してもらう必要があるが──」

　晴成はポートフォリオのさらなるブラッシュアップと、できれば何かしらデザインに関係するコンテストでの入賞経験がほしいなどと話し始める。

　さっきまでの表情とは違い、今の彼は自宅で仕事をしている時に見せる厳しいビジネスパーソンとしての真剣な色が宿っている。

「ま、待って、晴成さん。それって、私のデザイナーとしての将来性を買ってくれているって事？　つまり、晴成さんは叔父の立場からじゃなくて『サクマ・インテリオル』の社長として、私の能力を認めてくれてると──」

「そうだ」

　晴成がキッパリとそう言い切り、美羽を改めて視線を合わせてきた。

「美羽にはまだ実績がないし、能力に関しては未知数だ。だけど、才能があるのは確かだ」

　晴成は、美羽が就活に失敗するたびに自社に誘う事を考えていたらしい。しかし、あらかじめ兄夫婦から安易に手助けはせずに見守り役に徹してくれと言われていた事もあって、言い出せずにいたのだ、と。

「前にポートフォリオを見せてもらった時、光るものがあると感じた。うちにきて、持てる力を存分に発揮したいとは思わないか？」

「サクマ・インテリオル」はインテリア業界では大手だし、就活サイトでは優良企業として名を連ねている。

　多くの就活生が注目しているし、デザイナーを志す美羽にとっても憧れの会社だ。

　しかし、人気があるだけに入社するのは至難の業だし、自分程度のものが入れるはずがない。結果は明らかだし、それ以前に晴成の会社を受けるなんて彼にとって迷惑でしかないと思っていた。

　そう話すと、晴成が美羽の身体を引き寄せて、しっかりと腕の中に包み込んだ。

　掌で頭を撫でられ、もう片方の手で背中をトントンと叩かれる。

　ふと、昔まだ子供だった頃に、彼に何度となく同じようにされた事を思い出した。

「うちは完全な能力主義で、才能があって頑張っている者だけが生き残れる。クリエイティブな職種に関しては特にそうだ。俺は美羽にデザイナーとしての将来性を感じてる。だから声をかけたし、美羽ならやれると信じてるよ」

　むろん、入社は簡単ではない。

　仮に入社できたとしても、親戚関係にあるだけに余計な憶測をされないよう気配りが必要だろう。

　けれど、何はともあれ、晴成ほどの人に認められたという事が嬉しかった。

　晴成がそこまで言ってくれるなら、是が非でも頑張って彼の期待に応えたいと思う。

　それが今まで世話になった恩返しになるだろうし、晴成に喜んでもらえる事こそ美羽の最大の望みでもあるのだ。

「ありがとう、晴成さん！　私、晴成さんの会社で頑張ってみたい。私みたいな実績がないものにチャンスをくれて本当にありがとう！　期待に応えられるよう一生懸命頑張るわ」

「そうしてくれ。我が社に来てくれるのを待ってるよ、美羽」

　話す晴成との距離が、だんだんと狭まっていく。

　今まで、あと一歩のところで近づけなかった彼に、ようやく今ぴったりと寄り添えているような気がする。

「いろいろとありがとう、晴成さん。……本当に感謝してる」

　美羽が想いを込めて感謝の気持ちを伝えると、晴成が嬉しそうに頬を緩めた。

　唇が重なり、美羽の腰を持つ彼の手に力がこもった。

　ぴったりと寄り添った下腹に、硬く張りつめた屹立を感じる。

　ずっとこれがほしくてたまらなかったし、今だってそうだ。

　挿入はしてもらったけれど、まだ直接手で触れていない。

　晴成をもっと近くに感じたくて、美羽はわずかに腰を離した。そして、彼と顔を見合わせたまま、おずおずと自分の手をそこに移動させた。

「……触っても、いい？」

「いいよ。好きなだけどうぞ」

　晴成がいたずらっぽい表情を浮かべ、触れやすいように美羽との距離を調整してくれた。

　湯の中のそれは、思いのほか硬い。

　反り返る側面に掌を添わせると、太い血管が指先に触れた。指先でそれをなぞっているうちに、だんだんと息が上がってくる。

　形を確かめながらさらに指を進めると、ピンと張りつめた小帯を見つけた。

　その先に、くっきりとした括れがある。

　形状が蠱惑的すぎて、つい声が漏れた。

「……は……ぁ……、あ……」

　喘ぐ唇に、晴成がキスをする。

　美羽は夢中になって彼にキスを返し、ようやく満足して唇を離した時には半分のぼせそうになっていた。

　それを察知した晴成が、はじめての時のように美羽を前抱きにして湯船を出る。バスローブが背中にかかり、廊下を通り抜けて階段を上っていく。

　前と違って、行きついたのは美羽のベッドルームだ。部屋に入ると、晴成が照明を点けて中を明るくする。

　スイッチを調整して幾分光度は落としてくれたが、まだ少し明るすぎて恥ずかしい。

　それを言う暇もなくベッドまで連れていかれ、二人してシーツの上に倒れ込んだ。

　当たり前のようにキスが始まる。

　美羽は晴成の背中に手を回し、つま先をふくらはぎの上で重ね合わせた。

「挿れていいか？」

　さっき避妊具なしの挿入を拒んだのに、今更そんな事を聞くなんて──。

　美羽は頷きながらも、無意識に唇を尖らせる。

　我ながら子供じみた反応だと思うが、不満に思う気持ちを抑えきれない。

　それを見た晴成の目が、三日月形になった。そして、美羽の唇の先に軽く噛みつくと、左右の頬を両手で包み込んだ。

　優しく甘噛みされた唇が、早々に機嫌を直してもう一度キスをせがむ。

　舌が絡み合うキスをするうちに、秘裂にぴったりと寄り添っていた屹立がビクリと跳ね上がった。

「あっ……」

　花芽を刺激され、美羽はたまらずに小さく嬌声を上げた。ゆっくりと腰を動かされて、背筋に熱い戦慄が走り抜ける。

　だんだんと腰の動きが大きくなり、先端の括れが蜜窟の入り口を何度となく擦り上げる。

　挿れてほしくてたまらないのに、晴成は避妊具を取り出すそぶりもない。以前明穂からもらったそれらは、ベッドサイドの引き出しに入っている。

　美羽は焦れて引き出しのほうに身を乗り出そうとした。けれど、晴成のそっと肩を押さえつけられてしまう。

「美羽、俺がさっき『ずっとそばにいる』と言ったのを覚えてるか？」

　前後に揺れていた晴成の腰が、動かなくなった。焦れて唇を尖らせるも、彼はじっとしたままだ。

　美羽は呼吸を乱しながら、かろうじて首を縦に振った。

「もちろん、覚えてる」

　美羽の言葉に、晴成がゆっくりと頷く。

　彼が、いつになく余裕のない表情を浮かべているのは、なぜだろう？

　美羽はそんなふうに思い、ほんの少し首を傾げた。そうしている間も、蜜窟の入り口に切っ先が寄り添っているのを感じる。

　角度を少し変えれば、すぐに入ってしまいそう──。

　けれど、なぜか晴成は頑なに動かずに、美羽を見つめ続けている。

「今から俺の正直な気持ちを言うから、よく聞いてほしい。俺は、美羽が好きだ……。叔父と姪としてではなく、ひとりの男として美羽を愛している。ほかの男に指一本触れさせたくないし、一生そばにいて美羽を守り続けたいと思ってる」

　絞り出すような声でそう言われて、すぐには理解できなかった。

　もしかして、夢を見ているのだろうか？

　それとも、のぼせて幻覚を見ているのか、すべて妄想の中の出来事なのか……。

　いずれにせよ、戸惑うあまり顎が震え、話そうと思ってもまともに声が出せない。

　固まる美羽の右頬に、晴成の掌が触れた。

　まさか、現実？

　目を大きく見開いたままでいる美羽の目蓋に、晴成が唇を寄せる。彼のキスが目蓋から左頬に移動し、ゆっくりと唇に降りてきた。

　自分は今、確かに晴成とキスをしている──。

　美羽はいつの間にか閉じていた目蓋を上げ、自分を見る晴成の目を見つめ返した。

「美羽、愛してるよ。もし美羽が俺を受け入れてくれるなら、俺と結婚してほしい」

　真摯な顔でそう話す彼の目は、それが本気の言葉である事を物語っている。

　心が喜びに震え出し、今にも破裂しそうになった。

「で、でも、晴成さんは独身主義者なんでしょう？」

「確かに、そうだった。だけど、美羽がそれを覆してくれたんだ」

「私が……？」

　美人でも才女でもない自分が、いったいどうやって彼の主義を変えられたのだろう？

　まだ半信半疑でいる美羽の様子に気づいたのか、晴成が少しだけ困ったような表情を浮かべた。そして、ふと思いついたように、美羽の身体を改めて腕の中に抱え込んだ。

「俺が嘘や冗談でこんな事を言う人間じゃない事は、美羽もよくわかってくれているだろう？　俺は美羽が何よりも大切で、美羽のためならなんだってする覚悟だ。美羽……俺の妻になって、新しく家族を作らないか？」

「か、家族……」

　秘裂に屹立がぴったりと寄り添い、切っ先が硬くなった花芽を圧迫する。僅かに腰を動かされ、屹立の先が蜜窟の入り口をかすめた。

　二人とも健康だし、避妊具なしでセックスをすれば、妊娠する可能性大だ。

　つまり、晴成は自分との子供を望んでいるという事であり、美羽はようやく彼からのプロポーズをはっきりと現実ものだと理解した。

「そうだ。家族だ。そう思うほど、俺は美羽を心の底から愛してる」

　晴成の甘く囁くような声が、美羽の全身にいきわたる。

　これ以上嬉しい事があるだろうか？

　わなわなと震える唇をきつく噛むと、美羽は今まで秘めていた想いを晴成にぶつけた。

「私だって、晴成さんを愛してる。だって、ずっと好きだったんだもの。前に好きな人がいるって言ったけど、あれって晴成さんの事だったの。小さい頃からずっとずっと好きで、晴成さんと結婚できたらどんなにいいだろうって──ぁあっ！」

　互いの身体に腕を回し強く抱きしめ合うと同時に、待ち望んでいたものが美羽の中に入ってきた。

　血管の凹凸と硬く反り返った括れが、蜜にまみれながら隘路を行ったり来たりする。

「ひっ……あ、あ、あああぁ……！」

　奥を深々と穿たれ、抱き寄せられた背中が晴成の腕の中で反り返る。

　蜜窟の中の襞が悦びに戦慄き、屹立をきゅうきゅうと締め付けるのがわかった。

　もっと奥までほしくなり、美羽は両脚を晴成の腰に巻き付かせて挿入を深くする。

　唇を重ねられ、口の中を舌でいっぱいにされる。

　呼吸をするのもままならなくなる中、美羽は晴成と交わる悦びに浸り、なおも彼をほしがって腰を浮かせた。

　押し寄せては引いていく波のような動きに翻弄され、美羽はたちまち昇りつめてがっくりと脱力する。

「美羽……愛してる……」

　晴成が絞り出すようにそう言うと同時に、美羽の中で屹立が爆ぜた。

「あ……あんっ……」

　彼の精を注がれ、美羽は嬉しさのあまりわなわなと身を震わせる。

　激しい突き上げではなかったし、むしろ緩やかで優しい動きだった。

　けれど、晴成に愛されている現実が美羽を夢心地にして、彼と本当の意味でひとつになれた事実が愉悦を増幅させたみたいだ。

　もっとほしいし、もっと晴成と気持ちよくなりたい──。

　そう思って腰を動かそうとするのに、強すぎる絶頂の余波に囚われて身体がトロトロに腑抜けてしまっている。

　身体どころか、指先にも力が入らない。

　それなのに、蜜窟は屹立を招き入れたまま、ひっきりなしに蠢いている。

「もっと、したい……。もっと……晴成さんと一緒に気持ちよくなって、家族を……あ、あぁっ……！」

　晴成の腕の中に身体をしっかりと抱え込まれ、激しく腰を振られる。

　ズンズンと奥を繰り返し突かれて、視界がぼやけた。

　ついさっき果てたばかりなのに、またイきそうになりながら両脚を晴成の腰に強く絡みつかせる。

　先端で繰り返し最奥を突き上げられ、目の前でいくつもの光の粒が弾けた。昇りつめてたと思ったら、すぐにまた奥が痙攣して新しい愉悦に身体ごとのみ込まれる。

「美羽っ……」

　晴成に名前を呼ばれると同時に、美羽の中で彼のものが力強く脈打つ。お腹全体がジィンと熱くなり、蜜窟の中がキュッと狭まるのを感じる。

「はる……なりさんっ……。ぁ……あ、ああっ……！」

　何も隔てるものがないセックスが、これほど感動的なものだなんて知らなかった。

　美羽は終わっても尚込み上げてくる法悦に浸り、うっとりと目蓋を瞬かせる。

　仰向けになった晴成が、美羽をそっと胸に抱き寄せて微笑みを浮かべた。

「美羽……ずっと抱いていてあげるから、安心してお休み」

　晴成が美羽の睫毛に唇を寄せた。

　まだ眠りたくない──。

　美羽は、そう強く思いながら目蓋を上げようとした。

　けれど、もう身体には少しの体力も残っていなかったようで、美羽は晴成の腕の中ですやすやと寝息をたてはじめるのだった。




　朝、目が覚めると、いきなり明るい日の光が目に飛び込んできた。

　眩しさに目がくらみ、もう一度目蓋を下ろし、くるりと寝返りを打つ。

　なんだか身体のあちこちが痛いし、ものすごくだるい。

　でも、なぜか顔がにやけるし、とても幸せな気分だ。

「おはよう、美羽」

　声に驚いて目蓋を上げると、晴成がニコニコ顔で美羽の顔に掛かっていた髪の毛を指で払いのけてくれた。

　一瞬で昨夜の記憶が蘇り、頬が薔薇色に染まる。

「おはよう、晴成さん」

　寝返りを打った先が彼の腕の中だなんて、嬉しすぎる。

　美羽は横向きになっている晴成の身体に腕を回し、彼の首筋に額を摺り寄せた。

「寝顔、可愛かったぞ。美羽が小さい頃、俺のベッドにしょっちゅうもぐりこんできた事を思い出したよ」

　背中を抱き寄せられ、額にキスをされる。

　二人とも何ひとつ身に着けておらず、裸だ。

　確か、昨夜は二度イかされて、そのあと晴成に寝かしつけてもらった。

　ふと、昨日の昼間の事を思い出したが、怖い夢を見ずにすんだのはきっと彼が圧倒的な幸せで記憶を上書きしてくれたおかげだ。

「……今って、夢じゃないよね？」

　美羽が呟くと、晴成が小さく笑い声を上げる。

「もちろん、夢じゃないよ。俺も起きた時、一瞬そう思った。だけど、隣に美羽がいたから現実だってわかったんだ。俺は美羽と本当に結ばれた──恋人ごっこはもう終わりなんだって──」

　晴成が起き上がり、背中をベッドボードに預けた姿勢になる。

　美羽は彼の手を借りて、晴成の胸に頭を預けた。

「昨夜は、すごく嬉しくて、かなりびっくりした。なんだか、まだ信じられない気分だけど、ぜんぶ本当なんだよね……。私、晴成さんと結婚するんだよね？」

　顔を上げると、晴成が唇に軽くキスをしてきた。

「ああ、そうだよ」

　晴成が微笑み、ベッドのサイドテーブルに手を伸ばした。

　そこにはグラスがふたつとフルーツ入りの皿が載ったトレイが載せられている。

「いつの間に……。晴成さん、いつ起きたの？」

「一時間ほど前かな。喉が渇いたから、水を飲みに行ったついでに持って来たんだ。家の中を真っ裸で歩き回ったけど、なかなか快適だったよ」

「え！　真っ裸で？」

「昨夜はバスルームからここに直行しただろう？　美羽のバスローブはあったけど、俺には小さかったしね」

　ベッドの隅に、白いバスローブが丁寧に畳まれているのが見えた。

　美羽は晴成が、家の中を裸で歩く姿を想像して口元をほころばせる。無意識に舌なめずりをしてしまい、さりげなく唇を噛んでそれを誤魔化す。

　けれど、どうやらすべて見透かされていたみたいだ。

「今、俺が裸で家の中を歩き回るところを想像しただろう？　顔にそう書いてあるぞ」

　晴成に笑いながら指摘され、美羽は慌てて掌で頬をこすった。

「そ、想像なんか……し、しちゃったけど──」

「やっぱり。想像しなくても、これからは見ようと思えば、いくらでも見れるだろう？」

　晴成が、にっこりと微笑みながら、腰から下を覆っていたブランケットをほんの少し下にずらした。

　あからさまに誘惑されて、美羽の心臓がドキリとする。

「そ……それは、そう……かも、しれないけど……」

　時計を確認すると、晴成が会社に行く時間まで、一時間近くある。

　美羽は晴成の胸に唇を寄せて、ちょっとだけそこに舌を這わせた。

　そのまま顔を上げると、晴成が魅惑的な微笑みを浮かべる。

　こういうのはした事がないけれど、知識だけはあるしラブグッズでなら経験済みだ。

　それに、唇と手は脳が命令しなくても美羽がしたい事をちゃんとわかっているみたいだ。

「晴成さん……大好き……」

　美羽が呟くと、晴成の指がそっと髪の毛に絡んできた。

　ブランケットがさらに下にずれて、晴成の腰の強張りをあらわになる。

　それを口に含みたくて、また意識しないまま唇を舐めてしまった。

　けれど、もう隠さない。

　美羽は夢見るような目で晴成を見つめると、夫となる人のそれを唇の中に招き入れるのだった。







エピローグ








　美羽が晴成と結婚の約束をした日から一カ月と少し経った日曜日、二人は事前に約束を取り付けて実家を訪ねた。

　目的は、もちろん自分たちに結婚の意思がある事を報告するため。思い返してみれば、二人揃って顔出しをするのは、かなり久しぶりだ。両親は歓迎してくれたし、特に変わった様子もない。

（緊張する……。実家に来て、こんなに緊張するなんて思ってもみなかったな）

　今日、ここに来るまでの間に、美羽は晴成と何度となく話し合いをした。ぜったいに驚かれるだろうし、どんな反応が返ってくるかわからない。

　そのため、あらゆるケースを考えた結果、晴成が口火を切って諸々の事情を説明することにしていた。

　昼前に訊ねて、昼食の席で二人の結婚の話を持ち出す。

　さぞかしびっくりするだろうと構えていたが、いざ話をしたら父母の反応は美羽達が想像していたものとは、まるで違っていた。

「あら、そう。よかったじゃないの～！」

「おめでとう。で、いつ籍を入れるんだ？　結婚式の予定は？」

「え？　あ……えっと……」

　矢継ぎ早に訊ねられて、美羽は呆気にとられながらも来週婚姻届けを提出するつもりである事と結婚式は海外ウェディングを予定している事を話した。

「それじゃ、パスポートを用意しないと！」

　芳江がパチンと手を叩き、嬉しそうに破顔する。

　喜んではくれているが、さほど驚いている様子はない。

　二人は顔を見合わせて、同時に父母の顔をまじまじと見つめた。

　真っ向から反対されるとは思わなかったものの、まさかこれほどあっさりした返事が返ってくるなんて予想外だ。

　さすがにポカンとしていると、芳江が忠則の腕をペチペチと叩きながら可笑しそうに笑いだした。

「ほら～、やっぱりバレてないと思ってた」

「うむ、そうだな」

　忠則が嬉しそうな顔で、美羽と晴成を交互に見る。

　父親が言う事には、父母は昔から美羽の晴成に対する気持ちには気づいており、かねてから二人が結ばれたらいいなと思っていたらしい。

　むろん、はじめは軽い気持ちだったが、美羽の恋心が晴成以外の男性に向かないのを知って、本格的に二人をくっつける策を講じようと考えたようだ。

「だから、同居話を勧めたのよ。よかったわぁ。それに、もうそろそろ二人揃って報告に来てくれるって思ってたのよ。だって、この間お邪魔した時……ねえ、お父さん」

「ああ、もうこれはデキちゃったな、って思ったんだよな。なあ、お母さん」

　父母が年甲斐もなくはしゃいでいるのを見て、美羽は真顔になって身を乗り出した。

「この間って……うな重を持ってきてくれた時の事？　あの時が何なの？　どうしてデキちゃったってわかったの？」

　あたふたする美羽を見て、父母が一層嬉しそうな顔で忍び笑いをする。

「だって、親だもの。それくらいわかるわよ。っていうか、二人揃って顔を赤くして出迎えてくれるんだもの。あとでお父さんと話してたのよ。ああ、あれはきっと直前までイチャついてたわねって」──。




　結婚の報告を終えて帰宅すると、美羽はリビングに入るなりソファに倒れ込んだ。

　あとをついてきた晴成がその横に座り、美羽の頭を自分の太ももの上に乗せてくれた。

「まさか、ぜんぶ見透かされてたとは思わなかったな。兄貴はともかく、さすがお義姉さんだな」

「ほんとに……」

　昔から勘の鋭い人だったが、よもやそこまでとは思わずにいた。

　四人でうな重を食べている時は、もう自分たちの関係はバレていた──。

　父母がここへ来た時の事を思い出して、美羽は今更ながら恥じ入って渋い顔をする。

「だけど、ぜんぶがバレてたわけじゃないだろう？」

「そうね。さすがにそこまでは予想できなかったみたい」

　美羽が左手で自分のお腹をさすると、そこに晴成が自分の掌を重ねてきた。

　結婚を決めてすぐに、二人は改めて自分たちの今後について話し合った。

　殊に、美羽がこれからどんなふうにキャリアを積んでいけばいいか。

　「サクマ・インテリオル」への入社を見据え、そのためにどのような手順を踏めばいいか。

　それに夫婦としての計画を合わせ、双方の意見を出し合ってスケジューリングをした。

　その結果、子供はいつできてもいいと決めており、数日前にわかった美羽の妊娠は最速にして嬉しい驚きだった。

　しかし、まだ妊娠初期でもあり、父母への報告は日を改める事にしたのだ。

「美羽、疲れただろう？　晩御飯の用意とか、ぜんぶ俺がやるから、今日はもうゆっくりするといい。明日、明穂さんと会う約束をしてたね？　電車だと何かと心配だから、俺が車で送っていくよ」

　そう話す晴成の表情は、思いやりに溢れている。

　以前から何かと気遣ってくれている晴成だが、美羽の妊娠がわかってからというもの、かなりの心配性になった。その上、過保護にもなっており、そのうちほとんどの家事を取り上げられそうな勢いだ。

　美羽は彼の気遣いを嬉しく思いながらも、困ったように眉尻を下げた。

「ありがとう、晴成さん。でも、そんなに甘やかすと怠け者になっちゃいそう」

「それでもいいよ。美羽とお腹の赤ちゃん優先のためになるなら、いくらでも怠け者になってくれ」

　お腹に乗せた美羽の手を、晴成が優しく握りしめる。

　ビジネスには厳しい晴成だが、プライベートではまるで違う。

　きっと、これからもっと彼の事が好きになる。

「美羽、愛してるよ」

　晴成が囁き、美羽の右手を握り指先に唇を寄せた。

「私も愛してる──」

　言葉だけでは、到底言い表せない。

　美羽は晴成の手を借りて起き上がると、彼の唇にありったけの想いを込めたキスをするのだった。





おわり









あとがき








「ただの恋人役ですが、想い続けた年上社長が本気の溺愛で離しません」を読んでくださった読者さま、心からお礼申し上げます。

　本作のヒロインは、歳上で血の繋がらない叔父に想いを寄せ、見事初恋を実らせました。

　親戚という距離感に葛藤し、それでも諦めきれずにいたところに、とんでもないアイデアを思いついて、それを実行に移す──。

　断られて当然の暴挙ですが、そのバイタリティだけは見習いたい。

　恋にしろ、仕事にしろ、それに対する思いが強ければ強いほど、熱量が上がります。それを抑えきれないなら、ちょっとくらい強引でも何かしらアクションを起こしてもいいじゃないですか。

　むしろ、そうすべき。よく、やった後悔よりも、やらなかった後悔のほうが尾を引くと言いますが、十中八九そのとおりだと思います。

　あの時、ああすればよかった。

　どうして、そうしなかったんだろう？

　たとえ上手くいかなかったとしても、やってみたらよかった。

　そんな後悔を一生引きずるくらいなら、思い切ってやっちまいな。

　あとは野となれ山となれ。

　もちろん、人に多大な迷惑をかけてはいけませんが、虚仮の一念岩をも通す、の精神で頑張ってみるのもいい。

　そんな事を思いながら、楽しく書かせていただきました。

　カップルに限らず、親子でも友達でも「愛されている」「大事にされている」と思える事はとても幸せな事ですし、誰もがそうありたいと願っています。

　ここで出会った皆さまが、そうでありますように。

　また、この作品に関わってくださったすべての方々も、そうでありますように。

　それでは、また別の作品でお会いできるのを楽しみにしております。






有ゆう允いんひろみ
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